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平成３０年度の沼田市における主要な施策の成果報告書       地方自治法第２３３条第５項の規定により、本市の平成３０年度における  

主要な施策の成果を報告いたします。            令和元年 ９月 ３日           沼田市議会議長  野 村 洋 一  様                                                                            沼田市長  横 山 公 一  



１財政の状況

（１） 財 政 規 模 の 推 移

 一　般　会　計

（単位：千円）

1 歳 入 総 額 (A) 23,014,223 23,957,527 27,572,312

2 歳 出 総 額 (B) 22,222,354 23,142,373 26,444,463

3 歳 入 歳 出 差 引 額 (A)－(B） (C) 791,869 815,154 1,127,849

4 翌年度に繰り越すべき財源 (D) 110,393 184,720 554,742

5 実 質 収 支 (C)－(D） (E) 681,476 630,434 573,107

6 単 年 度 収 支 (F) 212,847 △ 51,042 △ 57,327

7 積 立 金 (G) 2,011 1,066 1,097

8 繰 上 償 還 金 (H)

9 積 立 金 取 崩 し 額 (I) 516,681 278,003 205,612

10 実 質 単 年 度 収 支 △ 301,823 △ 327,979 △ 261,842

区　　分

　　　　　　　　　　　　　　　年　　度

(F)+(G)+(H)-(I)

平成３０年度平成２９年度平成２８年度
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（２） 指 数 等

○ 基準財政需要額 １１，２７２，２１９ 千円

○ 基準財政収入額 ５，９４２，２９２ 千円

○ 標準財政規模 １３，８６６，３０８ 千円

○ 地方債現在高 ２５，６４６，５１１ 千円

○ 公債費負担比率 １３．８ ％

○ 公債費比率 ５．５ ％

○ 債務負担行為額 １，７７５，７０１ 千円

○ 財政調整基金積立金現在高 ３，１４４，９８３ 千円

○ 財政力指数 ０．５２１

○ 経常収支比率 ９５．２ ％

○ 経常一般財源比率 ９５．１ ％

※1 公債費負担比率、公債費比率、経常収支比率及び経常一般財源比率は、平成３０年度

普通会計による算出である。

※2 基準財政需要額、基準財政収入額は、一本算定による算出である。

（３） 一般会計のあらまし

　ア　決算の概要

　平成３０年度の一般会計歳出規模は、当初で２６，００６，１７６千円であったが、

その後の補正により予算額を２７，０５６，１３７千円とし、前年度繰越事業費１，７

５３，７１４千円を含め、予算現額を２８，８０９，８５１千円とした。これに対して

決算額は、歳入総額２７，５７２，３１２千円、歳出総額２６，４４４，４６３千円で

歳入歳出差引額は１，１２７，８４９千円である。
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歳　　入

　　　　　　区　　分

増減額(C) 増減率(%)
決算額(A)  構成比(%) 決算額(A)  構成比(%)

　款　　別 (A)-(B) (C)/(B)

1 市 税 6,379,954 23.1 6,440,032 26.9 △60,078 △0.9

2 地 方 譲 与 税 266,601 1.0 264,470 1.1 2,131 0.8

3 利 子 割 交 付 金 8,956 0.0 9,197 0.0 △241 △2.6

4 配 当 割 交 付 金 19,422 0.1 25,390 0.1 △5,968 △23.5

5 株式等譲渡所得割交付金 16,155 0.1 25,990 0.1 △9,835 △37.8

6 地 方 消 費 税 交 付 金 941,579 3.4 892,997 3.7 48,582 5.4

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 14,271 0.0 14,210 0.1 61 0.4

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 84,523 0.3 82,284 0.3 2,239 2.7

9 地 方 特 例 交 付 金 28,444 0.1 24,623 0.1 3,821 15.5

10 地 方 交 付 税 6,167,268 22.4 6,271,009 26.2 △103,741 △1.7

11 交通安全対策特別交付金 8,408 0.0 9,288 0.0 △880 △9.5

12 分 担 金 及 び 負 担 金 152,565 0.5 150,333 0.6 2,232 1.5

13 使 用 料 及 び 手 数 料 134,841 0.5 143,480 0.6 △8,639 △6.0

14 国 庫 支 出 金 2,450,712 8.9 2,600,188 10.9 △149,476 △5.7

15 県 支 出 金 1,861,308 6.7 1,480,832 6.2 380,476 25.7

16 財 産 収 入 60,408 0.2 52,446 0.2 7,962 15.2

17 寄 附 金 42,918 0.2 53,761 0.2 △10,843 △20.2

18 繰 入 金 1,394,569 5.1 642,126 2.7 752,443 117.2

19 繰 越 金 495,155 1.8 441,869 1.9 53,286 12.1

20 諸 収 入 658,363 2.4 709,718 3.0 △51,355 △7.2

21 市 債 6,385,892 23.2 3,623,284 15.1 2,762,608 76.2

27,572,312 100.0 23,957,527 100.0 3,614,785 15.1

平成３０年度

イ

　平成３０年度歳入予算現額２８，８０９，８５１千円に対し、調定額は、２７，７１１，２３６千

円、収入済額２７，５７２，３１２千円で、不納欠損額１４，３７０千円、収入未済額１２４，５５

４千円である。

　歳入決算額の款別の対前年度比較は、次の表のとおりである。

平成２９年度

歳  　入　  合　  計

（単位：千円）

比     較
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歳　　出

　

 （単位：千円）

　　　　区　　分
増減額(C) 増減率(%)

決算額(A) 構成比(%) 決算額(A) 構成比(%)
　款　　別 (A)-(B) (C)/(B)

1 議 会 費 232,900 0.9 199,545 0.9 33,355 16.7

2 総 務 費 5,592,500 21.1 3,992,864 17.3 1,599,636 40.1

3 民 生 費 6,382,267 24.1 6,262,890 27.1 119,377 1.9

4 衛 生 費 2,642,267 10.0 2,851,650 12.3 △209,383 △7.3

5 労 働 費 42,270 0.2 45,733 0.2 △3,463 △7.6

6 農 林 水 産 業 費 838,432 3.2 671,967 2.9 166,465 24.8

7 商 工 費 665,536 2.5 744,666 3.2 △79,130 △10.6

8 土 木 費 2,895,368 11.0 2,602,102 11.2 293,266 11.3

9 消 防 費 904,444 3.4 875,095 3.8 29,349 3.4

10 教 育 費 4,056,807 15.3 2,658,577 11.5 1,398,230 52.6

11 災 害 復 旧 費 62,819 0.2 34,522 0.1 28,297 82.0

12 公 債 費 2,128,853 8.1 2,202,762 9.5 △73,909 △3.4

26,444,463 100.0 23,142,373 100.0 3,302,090 14.3

平成３０年度

ウ

歳 出 合 計

　平成３０年度歳出予算現額２８，８０９，８５１千円に対し、支出済額２６，４４４，４６

３千円、翌年度繰越額１，７７６，８９６千円、不用額５８８，４９２千円である。

　歳出決算額の款別の対前年度比較は、次の表のとおりである。

比     較平成２９年度
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　次に歳出決算額の性質別経費の対前年度比較は、次の表のとおりである。

（単位：千円）

　　　　区　　分

増減額(C) 増減率(%)
決算額(A) 構成比(%) 決算額(A) 構成比(%)

性　質　別 (A)-(B) (C)/(B)

1 人 件 費 3,781,651 14.3 3,777,444 16.3 4,207 0.1

2 物 件 費 2,970,299 11.2 2,642,120 11.4 328,179 12.4

3 維 持 補 修 費 494,167 1.9 453,453 2.0 40,714 9.0

4 扶 助 費 4,316,812 16.3 4,239,897 18.3 76,915 1.8

5 補 助 費 等 2,335,192 8.8 2,319,831 10.0 15,361 0.7

6 公 債 費 2,128,853 8.1 2,202,762 9.5 △73,909 △3.4

7 積 立 金 46,226 0.2 60,175 0.3 △13,949 △23.2

8 投資及び出資金・貸付金 160,504 0.6 160,594 0.7 △90 △0.1

9 繰 出 金 3,095,191 11.7 3,257,230 14.1 △162,039 △5.0

10 普 通 建 設 事 業 費 7,050,773 26.7 3,991,786 17.2 3,058,987 76.6

11 災 害 復 旧 事 業 費 64,795 0.2 37,081 0.2 27,714 74.7

26,444,463 100.0 23,142,373 100.0 3,302,090 14.3歳 出 合 計

比     較平成２９年度平成３０年度
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エ 地方債の現在高

（単位：千円）

平成29年度末 平成30年度末

現 在 高  A 発行額 B 償還額 C 現在高 A+B-C

1 公 共 事 業 等 債 1,009,606 75,500 117,263 967,843

2 公 営 住 宅 建 設 事 業 債 199,150 219,400 28,505 390,045

3 災 害 復 旧 事 業 債 325 325

4 (旧 )緊急防災・減災事業債 630,116 112,603 517,513

5 全 国 防 災 事 業 債 727,000 9,236 717,764

6 教育・福祉施設等整備事業債 503,376 164,372 339,004

7 一 般 単 独 事 業 債 6,765,566 5,168,200 625,532 11,308,234

8 過 疎 対 策 事 業 債 361,836 109,100 69,214 401,722

9 財 源 対 策 債 358,729 60,300 46,230 372,799

10 減 収 補 て ん 債 15,216 7,540 7,676

11 臨 時 財 政 特 例 債 20,354 662 19,692

12 減 税 補 て ん 債 177,496 48,683 128,813

13 臨 時 財 政 対 策 債 10,455,374 753,392 753,285 10,455,481

14 県 貸 付 金 30,740 10,815 19,925

21,254,884 6,385,892 1,994,265 25,646,511

区    　　　　　分

平成30年度中の発行･償還

合　　　　　計

　平成３０年度末の市債の現在高は２５，６４６，５１１千円で、前年度に比べると４，３９１，

６２７千円の増加であり、事業別内訳は、次の表のとおりである。
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（４） 特別会計の状況

　　平成３０年度における特別会計決算の状況は、次の表のとおりである。

（単位：千円）

予算現額 歳入決算額 歳出決算額
歳入歳出
差引額

5,930,281 5,936,234 5,922,362 13,872

630,371 627,981 627,372 609

5,533,361 5,538,410 5,347,213 191,197

376,807 369,676 369,676

1,391,580 1,380,024 1,361,847 18,177

151,302 150,589 150,589

30,069 30,068 29,514 554電 気 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

区　　　　　　分

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計
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1 1 新庁舎議場等システム 34,668 　テラス沼田への新庁舎移転に伴う新議場のシステム整

整備事業 備及び多目的利用のための備品等の整備を行った。

【議会事務局】

2 1 住民自治振興事業 25,393 ◎コミュニティ施設整備費補助事業

【総務課】 　「沼田市コミュニティ施設整備費補助金交付要綱」に

基づく補助金を交付し、コミュニティ活動の拠点となる

施設の整備を推進した。

◎コミュニティ助成事業

　（一財）自治総合センター及び（公財）群馬県市町村

コミュニティ活動の推進を図った。

（一財）自治総合センターコミュニティ助成金

（公財）群馬県市町村振興協会魅力あるコミュニティ

助成金

防犯対策事業 9,674 ◎防犯灯新設工事

【防災対策課】 　各町区長からの申請に基づき、予算の範囲内において

ＬＥＤ防犯灯を設置し、地域住民の夜間の安全確保と犯

罪の防止に努めた。

　工事費　２，８４１千円（新設：５９灯）

◎防犯活動団体への助成

　市内で活動する防犯活動団体等へ負担金を交付するこ

とにより、防犯活動の推進を図った。

　・利根沼田暴力追放推進協議会　　　　　１２４千円

　・利根沼田地区防犯協会　　　　　　１，１３８千円

　・利根沼田地区職場警察連絡協議会　　  　１４千円

　・利根沼田地区国際連絡協議会　　　　　　　３千円

◎防犯灯電気料補助金

　各町等で管理する防犯灯の電気料に対して「沼田市防

犯灯電気料補助金交付要綱」に基づき、５０％の補助金

を交付した。

　補助金　４，５３３千円（５，１５４灯）

事業費 補助金

９１８千円

事業主体

１５，０００千円

事業主体 補助金

２７，６６４千円

事業費

款 項
事　　　業　　　名

【担当課名】
決 算 額
（千円）

成　　　　　　　　　果

事業費

戸鹿野町区

久屋原町町内会

事業主体

戸鹿野町区

久屋原町町内会

堀廻町区

白岩町区

３，０００千円

３，０００千円

２７，６６４千円

１１，６２１千円

振興協会からの助成を受け、町に対する事業助成を行い、

補助金

７８２千円

９１８千円

１，３３３千円 １，３３２千円

７８１千円
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職員研修事業 5,469 　「地方分権」の進展に伴い、地方自治体の「自立」が

【総務課】 求められている中、職員の自己啓発を助長し、資質の向

上を図るため、公務員としての基本的な知識及び心構え

の修得をはじめとして、法的・実務的な各分野の研修か

ら企画力、政策形成能力を高める研修まで、職員の経験

年数や職務上の役割などを考慮し、それぞれの階層に応

じた職員研修を実施した。

１　一般研修

  （１） 新規採用者研修

  　　  前期　１３人（４月９日～１２日）

     　 後期  １４人（１０月１０日～１２日）

　　　　事前　１３人（２月２２日）

  （２） 在職者研修

　　・群馬県市長会第６１回職員研修　５人

　　　（１０月２日～５日）

　　・沼田市・渋川市合同職員研修（初級Ⅰ）

８人（７月１８日、１２月７日）

　　・沼田市・渋川市合同職員研修（初級Ⅰ）

　　　　フォローアップ研修　７人（１月２９日）

　　・主任研修　１４人（６月２１日）

　　・基礎研修　１２人（２月１３日・１４日）

  （３） 監督者研修

　　・沼田市・渋川市合同職員研修（女性キャリアデザ

　　　イン）

　　　１２人（１１月５日・６日）

２　特別研修

  （１） 特別研修（集合研修）

　　・特別セミナー　（６月６日）

　　・法制執務研修（初級）　１７人

　　　（６月１２日・１３日）

　　・法制執務研修（中級）　１８人

　　　（７月３０日・３１日）

　　・政策法務研修　１７人（８月２３日・２４日）

　　・スクラップ＆ビルド研修　３４人（１０月５日）

　　・ロジカル・プレゼンテーション研修

　　　　１５人（１２月３日）

　　・メンター研修　１６人（５月２８日）

　　・人事考課制度研修（評価者研修）

　　　　９人（４月２７日）

　　・交通安全研修　３７人（１２月１３日）

  （２） 特別研修（派遣研修１）

    ・公務人材開発協会指導者養成研修（公務員倫理指

導者養成）　１人 （９月１２日～１４日）

  （３） 特別研修（派遣研修２）

    ・県・市町村職員合同研修　１２講座　２２人

  （４） 特別研修（派遣研修３）

    ・市町村職員中央研修所研修　６講座　６人

    ・日本経営協会研修　２４講座　２４人

    ・自治大学校派遣研修（基本法制Ｂ・第２部課程）

１人（１１月５日～１６日・１月２４日～３月

　　　　１５日）

　　・メンタルヘルス研修　２２１人（９月５日・６日）
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    ・自治大学校派遣研修（第３部課程）

        １人（７月１０日～８月１日）

    ・内閣府　本府行政実務研修（４月１日～３月３１

　　　日）

職員福利厚生事業 4,546 ◎職員健康診断

【総務課】 　職員の健康保持増進及び勤務能率の向上を図るため、

沼田市職員健康管理規程に基づき健康診断を実施した。

    ・定期健康診断〔一般〕受診者　２２９人（８月）

  　・定期健康診断〔特別〕

        夏季受診者　１１５人（７月）

        冬季受診者　１１３人（１月）

    ・胸部レントゲン 

　　　　受診者　２７９人（６月～９月）

◎ストレスチェック

　職員のメンタルヘルス不調を未然に防止するため、労

働安全衛生法に基づくストレスチェックを実施した。

  　　　受検者　６７３人（７月～９月）

◎職員厚生費助成

　公務能率の向上を図るため、福利厚生の充実を目的に

職員互親会への助成を行った。

文書管理事業 98,243 ◎一般行政事務委託

【総務課】 　市民に対し行政事務の連絡の徹底を図るため、「沼田

市一般行政事務の委託に関する規則」に基づき各町と委

託契約を締結し、行政情報の周知徹底を図るとともに運

営の適正を期した。

　一般行政事務委託料　８２行政区　５４，９８４千円

◎文書管理

　郵便物の配布、発送、浄書事務等の文書管理のほか、

文書ファイリング等の運用支援を行い、事務の効率化及

び情報公開対応の円滑化を図った。

｢広報ぬまた｣発行事業 9,631 　市民と市政を結ぶ広報活動として、「広報ぬまた」を

【秘書課】 毎月１日に発行した。市内全世帯のほか、官公庁等へ配

布し、行政情報の提供に努めた。

沼田エフエム放送活用 5,414 　マスメディアによる広報活動として、午前と午後の２

事業 回、それぞれ１０分間、沼田エフエム放送を活用して即

【秘書課】 時性のある行政情報の提供に努めた。

ホームページ運営事業 2,074 　コンテンツ・マネジメント・システム（ＣＭＳ）によ

【秘書課】 り、各所属からページを作成することが出来るため、最

新情報を素早く正確に発信できるように努めた。

　常にトップページの充実を図り、市内向けページでは
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新着更新情報を新設し、市外向けページは、市内におけ

る季節ごとの風景の画像や観光イベント等、分かりやす

く発信するように努めた。

　さらに、ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッター）を活

用して、各行事のお知らせや開催の様子、施策などの各

種の情報発信を積極的に行った。

企画管理費 52,723 　利根沼田地域の中核市として、利根沼田広域市町村圏

【企画課】 振興整備組合への運営負担を行い、共同処理業務の円滑

な運営及び行財政改革の推進に努めた。

　また、行政組織の効率化及び政策面の課題に対応する

とともに、今後の人員配置や業務改善等の基礎資料とす

るため、定員適正化調査分析業務を実施した。

水と緑の大地ふるさと 51,057 　沼田市の特産品を全国にＰＲできるように、ふるさと

ぬまた寄附事業 納税ポータルサイトを拡充し、寄附者、寄附金額の増加

【企画課】 に努めた。

市民構想会議運営事業 1,811 　各団体の代表者や公募市民など幅広い層から本市の将

【企画課】 来のまちづくりに対する意見を伺い、市政に反映させる

ため沼田市市民構想会議を設置。平成３０年度は９回の

会議を開催し、「人口減少・超高齢化社会を見据えた沼

田市の活性化に係る提言書」をまとめ市長に提出したほ

か、沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の効果検証

を実施した。

行政情報化推進事業 69,524 　グループウエアシステムの活用により、事務の効率化

【企画課】 を図るとともに、本庁舎及びその他の市有施設を結ぶネ

ットワークの運用及び保守を行い、住民サービスの更な

る向上に努めた。また、未整備地域に整備した光ファイ

バーケーブルの保守と通信事業者への貸し出しにより、

当該地域への安定したブロードバンド・サービスの提供

に努めた。

　個別に管理していた地理情報をまとめ、共有資産の有

効活用と業務の効率化を図るため、全庁で利用可能な統

合型ＧＩＳ（地理情報システム）を構築した。

準市民交流事業 1,640 　本市出身の市外在住者等との情報交換や交流を推進す

【企画課】 ることにより、“ふるさと沼田”の振興・発展に資する

　準市民の帰郷機会及び市民との交流機会を創出するた

め、「第１８回沼田市準市民交流会」を開催した。

　期　日　平成３０年８月４日（土）

　第１部　バスハイク（利根沼田定番コース）

　第２部　歓迎セレモニー（ホテルベラヴィータ）

ことを目的として、平成１３年度に準市民制度を発足。

１，３９３件寄附者

寄附金額 ３３，７４８千円
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白沢町地域振興事業 2,280 　白沢ふるさとまつり及び白沢町盆踊り大会を開催し、

（白沢支所） 住民及び来訪者相互の交流・親睦を図った。

【白沢支所】

都市との交流事業 475 　利根町少年軟式野球チームによる、社団法人神奈川県

（利根支所） 少年野球交流協会主催の全日本選抜少年野球交流大会へ

【利根支所】 の参加及び横浜市の少年軟式野球チームと親善相互交流

を実施した。

集落支援員事業（利根 522 　人口の減少や高齢化等の進行が著しい過疎地域におい

支所） て集落支援員３人を委嘱し、定期的な集落巡回や各戸訪

【利根支所】 問で生活状態等を把握し、生活環境の改善と地域住民の

安心・安全な生活の確保を図った。

国際交流事業 2,675 　国際交流協会の活動を支援するとともに、外国人を対

【企画課】 象とした日本語教室を開催することで、日本語を勉強す

る機会の創出に努めた。

　開催日　毎週火曜日　午後７時～８時３０分

　　　　　延べ３６回開催

　講　師　ボランティア講師登録者　１６人

　受講生　登録者　３５人（平均参加者７人）

国際交流員設置事業 3,948 　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会

【企画課】 におけるドイツフェンシングチーム事前合宿地の決定を

受け、ドイツチーム等との連絡調整やホストタウンの取

り組みを推進するため、ＪＥＴプログラムによるドイツ

・ミュンヘン出身の国際交流員（ＣＩＲ）を任用し、円

滑な事業実施に努めた。

公開番組開催事業 459

【企画課】 ＮＨＫのど自慢を招致し、本市のＰＲに努めた。

　日　時　１０月２８日（日）午前１１時４５分開演

　会　場　利根沼田文化会館　大ホール

ホストタウン交流事業 157 　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会

【企画課】 におけるドイツ連邦共和国を相手国としたホストタウン

の登録を受け、ドイツ文化の紹介や交流等、ホストタウ

ンの取り組みを推進した。

交通安全対策管理費 2,360   交通安全の普及推進を図るため、各地区交通安全会へ

【生活課】 の活動費補助を行ったほか、乳幼児の交通事故防止を推

進するため、チャイルドシート購入費補助を行った。ま

た、高齢者運転免許証自主返納支援事業を開始し、高齢

運転者の交通事故防止に努めた。

　・交通安全会連合会補助金（７地区）　　３０５千円

　利根沼田文化会館のリニューアルオープンを記念して、
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　・チャイルドシート購入費補助（６５件）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１２千円

　・高齢者運転免許証自主返納支援事業（１９７件）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，４９１千円

交通指導員活動事業 5,815   安全で快適な生活を送るため交通指導隊を設置し、児

【生活課】 童生徒の通学時や交通安全教室での指導のほか、沼田ま

つりをはじめとした各種祭事や地域行事における交通指

導等の活動により交通事故防止に努めた。

　・交通指導隊年間出動状況

交通安全推進事業 1,094 　タフティクラブの協力により、交通安全教室において

【生活課】 安全活動・安全教育の徹底を図った。さらに、各季の交

通安全運動に取り組み市民の交通安全意識の高揚と推進

を図った。

　また、啓発用看板や交通注意看板を設置し、交通安全

への啓発や注意喚起による交通事故防止に努めた。

　・タフティクラブ活動状況

　・各季の交通安全運動

　　春の全国交通安全運動　　４月　６日～１５日

　　夏の県民交通安全運動　　７月１１日～２０日

　　秋の全国交通安全運動　　９月２１日～３０日

　　冬の県民交通安全運動　１２月　１日～１０日

　・交通安全啓発看板による啓発　東倉内町地内

　　「よくみよう　車のあとに　またくるま」　　

　・交通注意看板の設置　１９本

道路標示整備事業 9,871 　通学路や生活道路を中心にセンターラインや外側線等

【生活課】 の補修を行い、道路施設の安全確保に努めた。

　・第一期工事　８，７５８，８００円

　・第二期工事　１，１１２，４００円　

消費行政推進管理費 957 　消費生活センターにおいて、消費生活全般に関する苦

【生活課】 情や相談、問い合わせなどに対し、消費者保護の観点か

ら助言や斡旋などを行った。

　また、消費者団体の育成等を通じ、消費生活意識の向

上を図った。

　・消費生活センター相談受付件数

交通安全運動等 　４回

　２回

幼児交通安全教室

　２９人

９７

　８回 ４８５人

高齢者交通安全教室

区　　　分

項　　目

　２２人

３２

２９訪問販売

件数

９３７人街　頭　指　導 ９０回

出動回数

各交通安全教室 １２回

回　数 対象人員

　２７人

出動延べ人員

通信販売

項　　　　　　　　　　　目

販売購入形
態別苦情・
問い合わせ

店舗購入
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　・消費者団体補助金　くらしの会　　　　　８６千円

消費者啓発事業 963 　消費生活出前講座や消費者講演会、消費者啓発用リー

【生活課】 フレットの配布などの啓発事業を実施した。

　・消費生活出前講座　４回

　・消費者講演会　１０月１７日（水）　　　

　　講師　薬剤師　千葉　一敏 氏

　・消費生活センターニュース　４月、６月、９月、

　　　　　　　　　　　　　　　２月

　・小・中学生へのリーフレット配布　１２月

食品等放射性物質検査 289 　消費者の食品に対する安全・安心を確保するため、市

事業 民からの持ち込みによる食品の放射性物質検査を実施し

【生活課】 た。

　・測定した検体　１７件

特殊詐欺等対策事業 154 　悪質商法や特殊詐欺の被害から市民を守るため、一定

【生活課】 の対策機能を持った電話機等を購入した高齢者世帯に対

し補助を行った。（事業開始日：１２月１１日～）

　・交付決定　　２９件　１４４，２９８円

市町村乗合バス運行事 71,239 　市町村乗合バスとして１０路線（佐山線・岩本線・中

業 山本宿線・迦葉山線・南郷線・川田線・宇楚井原線・奈

【生活課】 良秋塚循環線・沼須線・根利尾瀬高校線）の運行を行っ

たほか、川場村と昭和村が運行する市町村乗合バスの一

部経費負担を行い、市民の交通手段の維持、確保を図っ

た。

　昨年度に引き続き、路線バス時刻表の小冊子を作製し

沼田駅、利根沼田地域の高校及び公共施設へ設置した。

　利根沼田地域の高校向けに割引き券付きのチラシを作

製し、全校生徒に配布した。

人権・行政相談事業 202 　ふれあい総合相談との合同により、人権擁護委員、行

【生活課】 政相談委員による相談所を開設した。

　・特設行政相談を開設　５月８日、１０月１６日

　・特設人権相談を開設　６月４日、１２月１０日

　・沼田人権擁護委員協議会負担金　

　　　　　　　　　　　　　　　２０１，９００円

高速バス運行支援事業 10,623 　高速バスアップル号の運行費の一部を補助した。

６６

訪問購入

５

２

電話勧誘販売

その他（不明・無関係）

４９１

マルチ・マルチまがい商法

送りつけ商法 ０

無店舗販売

２

２５８

販売購入
形態別

苦情・問い
合わせ

合　　　　　　　　　　　計
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【生活課】

乗合バス再編事業 5,970 　テラス沼田オープンに伴う市委託路線バスの運行経路

【生活課】 等の見直しを行った。

市民協働推進事業 543 　市民協働による行政運営の推進を図るため、講演会や

【生活課】 事業報告会等を開催するとともに、地域の活性化に向け

た市民の自主的な活動を支援するため、補助金を交付し

た。

　・講演会及び事業報告会の開催

　　開催日　２月２４日（日）

　・市民協働によるまちづくり事業補助金

　　５事業に対して、５０６千円を交付

　・市民協働のまちづくり出前講座（７５講座実施）

市民活動センター管理 12,061 　協働のまちづくりを推進するため、協働の担い手を育

運営事業 み、市民活動を育成・支援する場として市民活動センタ

【生活課】 ーを運営した。

　・市民活動実践講座の開催

　　開催日　８月２６日（日）

　・団体活動発表「みんなの発表会」の開催

　　開催日　１０月１３日（土）

　・「みんなのパネル展」の開催

　・運営委員会の開催（５月、１１月、１２月、２月）

男女共同参画推進事業 530 　北毛地域人権啓発活動ネットワーク協議会との共催に

【生活課】 より、県人権啓発活動地方委託事業として連続講座と講

演会の開催、情報紙発行などの啓発を図り、性別にかか

わらず、誰もが個人として尊重され、その個性と能力を

十分に発揮できる男女共同参画社会の形成に努めた。

　・連続講座

　　開催日　　５月２１日（月）

　　　　　　　７月２３日（月）

　　　　　　１１月２６日（月）

　　講　師　山口理恵子氏（城西大学准教授）

　・講演会

　　開催日　　６月３０日（土）

　　講　師　藤田孝典氏

　　　　　　（ＮＰＯ法人ほっとプラス代表理事）

　・セミナー企画実行委員会の開催　

　　北毛地域人権啓発活動ネットワーク協議会委員、計

　　画策定委員、セミナー参加希望者で構成

　・男女共同参画推進委員会の開催

　　学識経験者、関係団体の代表又は推薦者、公募によ

　　る市民などで構成された委員会において、男女共同

　　参画の施策の推進などについて検討した。

　・男女共同参画庁内推進会議、ワーキンググループ会

　　議の開催

　・情報紙「ホットニュースぬまたん家」発行（年４回）
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　・職員研修（新規採用職員を対象）

　・男女共同参画情報紙「ハピネス」の発行

　　１０月、３月に全戸配布

庁舎等複合施設整備事 3,355,536 　平成２９年度及び平成３０年度の２カ年の継続事業と

業 して庁舎等複合施設整備改修工事を実施した。

【テラス沼田整備課】

逓次繰越（外書） 72,144

2 3 戸籍住民基本台帳管理 45,662 　戸籍法及び住民基本台帳法に基づく諸証明の発行、戸

費 籍の受付、転入の受付、転出証明書の交付、埋火葬許可

【市民課】 証の交付、印鑑登録と証明書の交付、自動車臨時運行許

可証の交付業務を行った。

　また、個人番号の指定・通知及び個人番号カードの交

付業務を行った。

○戸籍に関すること

○住民基本台帳に関すること

○個人番号に関すること

住民基本台帳ネット 4,285 　住民基本台帳ネットワークシステムの厳格、適正な管

ワークシステム管理事 理を行い、全国規模で共通の本人確認を行うことにより

業 行政サービスの効率化と住民票の広域交付等市民の利便

【市民課】 性の向上を図った。

2 5 統計調査員確保対策事 113 　各種統計調査を円滑に実施するため、統計調査員を募

業 集するとともに、登録された協力員に研修への参加を促

【企画課】 すなど、調査に対する理解を求めた。

群馬県移動人口調査 5 　国勢調査人口及び世帯数を基礎とし、毎月１日、人口

【企画課】 及び世帯数を市町村別に推計し、群馬県における推移を

明らかにすることを目的として実施した。

経済センサス調査区管 11 　経済センサス調査区を管理し、必要な修正を行うこと

理 により、基幹統計調査である経済センサス－基礎調査及

４６７件　

人    口 　 ４７，８６８人
住民票の写し等交付件数  　８８，１０６件

４１９件　

個人番号カード交付件数

個人番号指定・通知件数

   ２４，０９０戸籍

年度末

証明交付件数    ２１，６３０件

　 ２０，５５１世帯

年間

世 帯 数

年度末

年間

年度末
本籍人口

本 籍 数

   ５７，１８２人
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【企画課】 び活動調査をはじめ、事業所又は企業を対象とする各種

統計調査実施の基礎資料としての利用に供することを目

的として実施した。

工業統計調査 223 　「製造業」に属する事業所を対象とし、我が国の工業

【企画課】 の実態を明らかにし、産業政策、中小企業政策など、国

や地方公共団体の行政施策基礎資料とすることを目的と

して実施した。

住宅・土地統計調査 5,578 　住宅及び住宅以外で居住する建物に関する実態、現住

【企画課】 居以外の住宅及び土地の保有状況、その他の住宅等に居

住している世帯に関する実態を調査し、その現状と推移

を明らかにすることを目的として実施した。

経済センサス基礎調査 14 　事業所及び企業の産業、従業者規模等の基本的構造を

【企画課】 明かにし、全産業分野を網羅した事業所・企業の共通母

集団名簿を整備するために、調査方法の習熟及び調査計

画を明確にすることを目的として実施した。

3 1 花いっぱい推進運動事 701 　地域環境美化の向上を図るとともに、住民相互のふれ

業（白沢支所） あい及び高齢者の生きがいづくりに資するため、昭和３

【社会福祉課】 ８年以来続いている推進運動を実施した。

生活困窮者自立支援事 8,547 　生活困窮者に対し自立相談支援事業や住居確保給付金

業 の支給、子どもの学習支援事業を実施し、生活保護に至

【社会福祉課】 る前段階の自立支援を行った。

　○自立相談支援事業

　　・相談延べ件数　１１６件

　　　　※生活保護の窓口を統合

　　・支援対象者数　　　６人

　　・常用就職者数　　　６人

　○住居確保給付金事業

　　・相談延べ件数　　１５件

　　・受給者数　　　　　５人

　　・常用就職者数　　　４人

　○子どもの学習支援事業

　　・支援者数　　　　２４人

敬老会事業 17,547 ◎敬老事業補助金

【高齢福祉課】 　敬老事業を行う行政区等に対し、補助金を交付した。

川田地区

利南地区

池田地区

白沢地区

対象者数

５５８人

５３８人

９７７人

６０４人

薄根地区

沼田地区 ３，９６２人

１，３２４人

地区名
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◎敬老祝金

　対象者に敬老祝金を支給した。

◎慶祝訪問

　数え９９歳以上の高齢者１０８人に慶祝訪問を実施し

た。

老人クラブ助成事業 1,883 　親睦とスポーツ文化活動を通じて、生きがいづくりに

【高齢福祉課】 努めるとともに、地域でのボランティア活動の促進と高

齢者相互支援の推進を図った。

　・助成数　４５単位クラブ、会員数　１，８３６人

ひとり暮らし高齢者保 768 　７０歳以上のひとり暮らし高齢者を対象に孤独感を和

養事業 らげ心身の健康増進を図るため保養事業を実施した。

【高齢福祉課】 　・参加者　１２１人

敬老バスカード助成事 9,791 　６５歳以上の高齢者の移動確保のため、バスカード１

業 枚につき１，０００円を助成し、バスの利用者負担の軽

【高齢福祉課】 減を図った。

　・販売枚数　３，２５２枚

シルバー人材センター 9,806 　高齢者の就業意欲と生きがい対策の推進を図るためシ

助成事業 ルバー人材センターに補助した。

【高齢福祉課】 　・会員数　４６５人、就業延べ人員　４４，６３８人

ふれあい福祉センター 30,726 　沼田市社会福祉協議会を指定管理者として、ふれあい

管理運営事業 福祉センターの管理運営を実施した。

【高齢福祉課】 　・年間延べ利用者数　５３，７１７人

広域圏老人ホーム管理 49,519 　利根沼田広域市町村圏振興整備組合老人ホーム管理費

費負担事業 負担金を各構成市町村で負担した。

【高齢福祉課】

白沢健康福祉センター 15,197 　沼田市社会福祉協議会を指定管理者として、白沢健康

管理運営事業（白沢支 福祉センターの管理運営を実施した。

所）

【高齢福祉課】

１００歳以上 ５０千円 ４２人

計

利根地区

１０千円

５千円 ６１２人

３８１人

区分

７７歳

８８６人

１７人３０千円

８，８４９人

支給額

９９歳

支給者数

８８歳
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在宅介護支援センター 3,000 　高齢者や高齢者を介護する人に対して、在宅介護に関

運営事業 する総合的な相談に応じ、必要な保健、福祉、介護保険

【高齢福祉課】 サービスを受けられるように関係機関と連絡調整を行う

ため、在宅介護支援センター５か所に委託し事業を実施

した。

　・実態把握件数　１，６３４件

　・延べ相談件数　　５，０２６件

緊急通報体制等整備事 4,795 　ひとり暮らし高齢者の生活不安を解消するため、電話

業 回線を利用した緊急通報システムを１８６世帯にレンタ

【高齢福祉課】 ルした。

高齢者はり・きゅう・ 653 　快適で健康的な生活を維持していくために、７０歳以

マッサージサービス事 上の方を対象にはり・きゅう・マッサージ施術の助成を

業 行った。

【高齢福祉課】 　・利用者数　４３５人

在宅寝たきり高齢者等 1,425 　在宅で寝たきりの人や認知症の高齢者で、常時おむつ

おむつサービス事業 を必要とする人に紙おむつを配送した。

【高齢福祉課】 　・利用者数　６８人

老人保護措置事業 20,346 　主に経済的な理由で居宅において養護を受けることが

【高齢福祉課】 困難な高齢の自立者を入所させ、養護することを目的に

養護老人ホームに措置した。

　・平成３０年度末時点での利用者　　８人

老人福祉施設整備費等 6,000 　民間の老人福祉施設設置の促進を図り、老人福祉の向

償還費補助事業 上に資するため、社会福祉法人３法人に社会福祉施設整

【高齢福祉課】 備に係る償還費と利息の補助を行った。

地域介護・福祉空間整 24,840 　特養待機者の解消を図るため、国庫補助金を活用し、

備等補助事業 第６期沼田市介護保険事業計画に基づき、地域密着型特

【高齢福祉課】 別養護老人ホームの整備を行った。

　・地域密着型特別養護老人ホーム　２か所

繰越明許費（外書） 175,060

沼田市介護保険居宅 447 　介護保険制度施行に伴う特別対策として、制度施行前

サービス利用者負担助 から訪問介護サービスを利用していた障害者や、社会福

成事業 祉法人等が実施する生計困難者に対する介護保険サービ

【高齢福祉課】 スの利用者負担額減免措置に対して利用料の一部を助成

し、生活困難者であっても安心して介護サービスを利用

することができるように努めた。

　・利用者負担額軽減　７人
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介護予防サービス計画 21,118 　介護保険法に基づき、要支援者が介護予防サービスや

作成事業 介護予防に資する保健福祉サービスなどを適切に利用で

【高齢福祉課】 きるよう介護予防サービス計画を作成するとともに、サ

ービス提供が確保されるよう連絡調整等を行うことによ

り、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を継続する

ことができるよう支援に努めた。

　・介護予防サービス計画の作成数　５，５８２件

介護保険特別会計繰出 857,865 　介護保険制度の円滑な実施に資するため、介護給付費

金 や事務費等を介護保険特別会計に繰出金として支出し、

【高齢福祉課】 安定した保険運営に努めた。

障害者スポーツ事業 889 　障害者の自立と社会参加の増進、体力の維持増進と機

【社会福祉課】 能回復を図ることを目的に、スポーツ事業を実施した。

　・参加者　７１人

心身障害児通園事業 2,239 　心身に障害を有する在宅の乳幼児に対して、通所の方

【社会福祉課】 法により日常生活における基本動作の指導、集団活動へ

の適応訓練、相談業務を実施し、障害児福祉の増進を図

った。

　・延べ通所園児数　１，８２２人

身体障害者補装具交付 9,309 　身体障害のある人に対して、障害のある部分を補い、

及び修理費 日常生活や職業生活を容易にするために必要な用具の交

【社会福祉課】 付や修理を行い、自立への支援を行った。

　・交付　８２件

　・修理　４１件

更生医療・育成医療事 29,109 　特別な手術や治療を受けることにより、日常生活や職

業 業生活を送るうえで支障のない身体状態に回復させるこ

【社会福祉課】 とが可能な身体障害のある人に対して給付を行い、本人

及び家族の経済的負担の軽減を図った。

　・延べ給付件数　１１０件

特別障害者手当等給付 13,168 　在宅の重度障害児・者に対し、負担軽減の一助として

事業 手当を支給した。

【社会福祉課】 　・延べ給付者　６００人

特定疾患等患者見舞金 1,354 　発病原因が不明で、治療法が確立されておらず、長期

支給事業 療養を必要とする特定疾患等患者や人工肛門もしくは人

【社会福祉課】 工膀胱の受術者に対し、見舞金を支給し、患者と家族の

福祉の増進を図った。

　・対象者　５６人
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在宅重度心身障害者等 15,465 　在宅重度心身障害者のうち、既存の通所施設等への通

デイサービス事業 所が困難な障害がある人に対し、通所の場を設け、日常

【社会福祉課】 生活訓練、機能訓練、養護等を行うことにより、地域生

活を援助するとともに、その介護を行う家族の負担を軽

減した。

　・延べ利用者　８６６人

日常生活用具給付等事 9,858 　重度の身体障害者（児）、知的障害者（児）、精神障

業 害者、難病患者等であって当該用具を必要とする人に日

【社会福祉課】 常生活や職業生活を容易にするために必要な用具の給付

を行った。

　・延べ給付件数　１，１７９件

地域活動支援センター 53,530 　通所により、創作的活動、生産活動の機会を提供し、

事業 社会との交流促進等の便宜を供与する地域活動支援セン

【社会福祉課】 ター機能を充実し、障害のある人の地域生活支援を図っ

た。

　・延べ通所者　沼田市第一福祉作業所　３，２５６人

　　　　　　　　沼田市第二福祉作業所　２，８０５人

　　　　　　　　沼田市白沢福祉作業所　１，７３３人

利根沼田地域障害者相 10,360 　障害のある人、保護者、介護者等からの相談に応じ、

談支援事業 情報提供を行い、また、権利擁護のために必要な援助を

【社会福祉課】 行った。

介護給付事業 580,411 　居宅介護、短期入所、共同生活介護、生活介護、児童

【社会福祉課】 発達支援等により障害のある人の自立した社会生活を援

助した。

　・延べ利用者　３，６８５人

訓練等給付事業 286,135 　共同生活援助、自立訓練、就労移行支援、就労継続支

【社会福祉課】

　・延べ利用者　２，２８２人

福祉医療費 438,949 　子ども、重度心身障害者、母子、父子家庭等の医療費

【市民課】 の自己負担額を助成し、福祉医療対象者の福祉向上を図

った。

　・子ども　　  　５，０６０人　７５，９１７件

　・重度心身障害　１，３８８人　３２，２４６件

　・母子父子家庭　１，２９７人　１６，９８９件

国民年金管理費 3,844 　第１号被保険者の資格取得や裁定請求など各種届出を

【市民課】 適正に処理するとともに、年金制度に関する相談等を行

行った。

　また、国民年金制度の理解を深めるために、広報活動

として「広報ぬまた」に掲載を行った。

援等により障害のある人の自立した社会生活を援助した。
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保健福祉センター維持 30,312 　市民の健康づくりの推進及び市民福祉の向上を図るた

管理事業 め、指定管理者として沼田市社会福祉協議会に業務委託

【健康課】 し、安全かつ適切な維持管理に努めた。

　・指定管理料　　　３０，２６６千円

　・建物共済保険料　　　　  ４６千円

3 2 児童扶養手当支給事業 212,532 　父母の離婚等により、父又は母と生計を同じくしてい

【子ども課】 ない児童を養育しているひとり親家庭等に手当を支給し

生活の安定と自立を助け、児童福祉の増進を図った。

児童手当支給事業 672,842 　家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代

【子ども課】 の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援することを目

的に手当の支給を行った。

民間保育所運営委託事 362,476 　保育を必要とする児童の民間保育所入所費用を国の公

業 定価格に基づき委託料として支出した。

【子ども課】

民間教育・保育施設給 464,741 　児童が民間教育・保育施設を利用した場合における費

付事業 用について、国の公定価格に基づき給付を行った。

【子ども課】

民間教育・保育施設補 24,519 　民間教育・保育施設（８施設）に対し、保育の充実を

助事業 図るため運営費を補助し、児童福祉の向上を図った。

【子ども課】 　また、地域の児童福祉の充実を図るため、認可外保育

施設に対して補助し、児童福祉推進に寄与した。

教育・保育充実促進事 44,394 　民間教育・保育施設が行う病児・病後児保育、一時預

業 かり保育、地域活動、障害児保育、低年齢児保育、延長

【子ども課】 保育、保育の質の向上のための研修や食物アレルギー対

策に対して助成を行うことにより、地域の需要に応じた

教育・保育体制の確立を図った。

　２　国民年金受給者数

３９人

２，４１９人

　８，３２５人

計

１５，８９２人

　○事業状況
　１　国民年金被保険者数（平成３０年度末）

５，８６７人

無拠出年金受給者数

任意加入者

第１号被保険者数

４４４人

１６，３３６人

第３号被保険者数

計

拠出年金受給者数

-22-



地域型保育給付事業 28,976 　児童が地域型保育事業を利用した場合における費用に

【子ども課】 ついて、国の公定価格に基づき給付を行った。

放課後児童健全育成事 120,483 　昼間保護者のいない家庭等の小学校児童を対象とする

業 学童クラブの運営を社会福祉法人等に委託し、適切な遊

【子ども課】 びと安全な生活の場を提供することにより、児童の健全

な育成を図った。

ファミリー・サポー 3,560 　安心とゆとりを持って子育てができる環境をつくるた

ト・センター事業 め、育児の援助を「受けたい人」と「手伝う人」が会員

【子ども課】 となり、子育てを地域で支え合うファミリー・サポート

・センター委託により援助活動を行った。

子育てコンシェルジュ 2,371 　子育てコンシェルジュ１人を配置し、子ども課窓口や

事業 健診会場等において、子育て家庭のニーズの把握や子育

【子ども課】 て情報の提供・相談を行った。

未来のライフデザイン 942 　主に若い世代が結婚、妊娠、出産、子育て、居住、仕

啓発事業 事を含めた将来のライフデザインを希望どおり描けるよ

【子ども課】 う支援するための取組として、各種講座の開催、啓発リ

ーフレットの作成・配布を行った。

ハッピープロジェクト 2,928 　出会いを応援する地域ネットワーク「ぬまたハッピー

事業 プロジェクト運営委員会」への委託事業として、結婚応

【子ども課】 援（出会い）イベントなどの「出会いサポート事業」を

実施した。

　また、情報番組として沼田エフエム放送の番組コーナ

ー「ハッピーライフスタイル」を放送し、ネットワーク

参加団体の紹介やイベント情報の提供などを行った。

民間保育所施設整備補 1,808 　園内の老朽化した連絡手段（ビジネスホン）を改修し

助事業

【子ども課】 　・子育て環境づくり推進事業

3 3 扶助費等給付事業 618,807 　生活保護世帯に対し困窮の程度に応じた扶助を行い、

【社会福祉課】 最低限度の生活を保障するとともに、自立に向けた支援

を行った。

　・生活保護受給者数（平成３０年度末現在）

　　　２８０世帯、３２７人

4 1 保健衛生総務管理費 15,324 　事務用品等の一括管理を行うとともに、保健衛生に関

【健康課】 わる事業において、健康情報システムの利用及び事務機

器等のリース、がん検診の通知や受診シールの作成等、

迅速な市民サービスに対応できるよう事務の効率化を図

った。

て、緊急通報装置等の整備を行い、園の安全性を高めた。
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　・「検診のお知らせ」印刷製本費　　　　７３６千円

　・「検診のお知らせ」等郵送代　　　３，５４０千円

　・健康情報システム保守管理業務委託料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，３９４千円

　・受診シール作成業務委託料　　　　３，１０５千円

　・健康情報システムリース料　　　　１，４５８千円

　・事務機器リース料　　　　　　　　　　　４３千円

　健康づくり事業推進団体である沼田利根医師会と連携

し、保健事業の円滑な実施を図った。

　・保健業務協力報償費　　　　　　　２，６１９千円

利根保健福祉センター 5,661 　保健センター及びデイサービスセンターを併設した利

管理事業（利根支所） 根保健福祉センターを指定管理者として沼田市社会福祉

【健康課】 協議会に委託し、施設の管理運営を行い、地域福祉の向

上と住民の健康管理を図った。

　・指定管理料　　　　５，６４１千円

　・建物共済保険料　　　　  ２０千円

環境保健行政推進事業 7,050 　快適で住みやすい地域づくりを目指し、行政と地域住

【環境課】 民が協力し、環境保健事業に取り組み、ごみの減量化と

リサイクルに向けた啓発活動を実施した。

保健衛生事業の援助など幅広い事業において沼田市環境

保健協議会と連携し、沼田市全域での活動を実施した。

結核健康診断事業 1,186 　結核を早期に発見し、集団感染を予防するため、６５

【健康課】 歳以上を対象に結核健診を実施した。

　・間接撮影実施状況

※受診者数には、胸部レントゲン検診を肺がん検診にお

　いて実施している者が含まれる。

予防接種事業 108,436 　予防接種法に基づき、乳幼児、児童生徒及び高齢者を

【健康課】 対象とした予防接種を実施し、感染症のまん延防止を図

った。

　・接種状況

　　乳幼児・児童生徒予防接種　　　延べ７，１９６回

　　高齢者予防接種　インフルエンザ    ８，７９０人

　　　　　　　　　　高齢者肺炎球菌　　１，２２１人

　妊婦への感染、先天性風しん症候群を予防するため成

人の風しん予防接種費用助成及び定期外の高齢者肺炎球

菌の予防接種費用の助成により接種を推進した。

　・助成状況

　　成人風しん　　　　　　４０人

　　高齢者用肺炎球菌　　　２９人

受診者数

６５歳以上

　また、地域のごみステーション管理や不法投棄の監視、

１５，７４３人 ４，１４３人

区分 対象者数
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狂犬病予防事業 886 　狂犬病予防法に基づく飼育犬の登録、予防接種を実施

【健康課】 した。

　・登録頭数　　　２，９１８頭

　・注射頭数　　　２，１２５頭

乳幼児健康診査事業 5,696 　母子保健法に基づき、心身の発達途上にある乳幼児に

【健康課】 対し健康診査を実施し、異常の有無を早期に発見し、適

切な指導を行うとともに栄養・育児・歯科保健等の保健

　・実施状況

母子保健相談指導事業 31,023 　妊娠、出産、育児期における切れ目のない支援を図る

【健康課】 ため、子育て世代包括支援センターを開設し、妊婦保健

指導、妊婦健康診査受診勧奨、マタニティセミナー、母

子訪問指導、育児相談等を実施し、安心して健やかな子

どもを産み育てられるよう支援を行った。

　・妊婦窓口相談　　　　　　　　　　　２６７件

　・マタニティセミナー　　　　　　　　　１２回

　　　参加人数　　　　　　　　　　延べ１８１人

　　　　　（妊婦１３２人、夫４７人、その他２人）

　・妊婦健康診査　支払件数　　　　３，０６９件

　・妊婦歯科健診　受診者数　　　　　　　９９人

　・母子訪問指導　　　　　　　　　延べ５５６人

不妊治療費助成事業 2,624 　不妊治療を受ける夫婦の経済的な負担を軽減するため

【健康課】 に不妊治療に要した医療費の一部を助成した。

　助成額は、夫婦負担額の２分の１とし、限度額は年度

１０万円、１年度に１回、通算５回までとしている。

　・助成件数　　　　３６件

養育医療給付事業 3,603 　身体の発育が未熟な状態で生まれ、入院を必要とする

【健康課】 乳児が、医療機関において入院治療を受ける場合に、そ

の治療に要する医療費を公費により負担することで、乳

児の健康管理と健全な育成を図った。

　・給付件数　　　　１３件

不育症治療費助成事業 37 　不育治療を受ける夫婦の経済的な負担を軽減するため

【健康課】 に不育治療に要した医療費の一部を助成した。

　助成額は、夫婦負担額の２分の１とし、限度額は年度

２０万円、１年度に１回、通算５回までとしている。

指導を行い、母子並びに乳幼児の健康保持増進を図った。

合計

２歳児（歯科）

２５６人

３歳児 １４

回数

４か月児

２７９人

３０６人

２６５人

１２ ２３０人

１，３３６人

１０か月児 １２

１歳６か月児 １４

６４

受診者数対象児

１２
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　・助成件数　　　　　２件

地域保健活動事業 1,641 　住民と行政の協働による健康づくりを推進するため、

【健康課】 健康づくり推進協議会の設置や保健推進員会・食生活改

善推進協議会の育成を図り、地域住民に密着した事業実

施に努めた。

　・保健推進員事務委託料　　　　　　８２５千円

　・地域保健推進事業委託料　　　　　５６４千円

　・食生活改善推進協議会補助金　　　１８３千円

がん検診事業 49,856 　死亡率の上位を占めるがん（胃がん・子宮頸がん・乳

【健康課】 がん・大腸がん・前立腺がん・肺がん）について、がん

検診を実施することにより早期発見、早期治療に努め、

市民の健康保持、健康増進の推進を図った。

　・受診状況

スマートウェルネス推 11,504 　生涯にわたり心身ともに健康で元気な市民生活を送れ

進事業 るまちづくり「スマートウェルネス（健幸）ぬまた」の

【健康課】 推進のため、市民一人ひとりが主体的に健康づくりに取

り組めるよう、事業実施を図った。

　・活動量計配布者数　　　　　　　　９６５人

　・読み取り事業来所者数　　延べ３，１６６人

広域火葬場斎場管理運 30,025 　利根沼田広域市町村圏振興整備組合で共同処理する広

営事業 域火葬場斎場の負担金事務を行った。

【環境課】

公害対策管理費 1,379 　３地点の騒音調査、３路線の自動車騒音常時監視、水

【環境課】 質調査では、市内９河川９か所において溶存酸素量（Ｄ

Ｏ）・大腸菌群数の測定を年１回、全窒素・全燐を年２

回行ったほか、１０か所において生物化学的酸素要求量

（ＢＯＤ）・浮遊物質量（ＳＳ）・水素イオン濃度（ｐ

Ｈ）の毎月測定を実施し、生活環境監視活動を行った。

環境対策管理費 921 　第二次沼田市環境基本計画の進行管理を行ったほか、

【環境課】 本市の温室効果ガス排出量を算出・公表した。

環境啓発事業 1,497 　第二次沼田市環境基本計画及び地球温暖化対策実行計

【環境課】 画に基づき、「第１１回環境フォーラムぬまた」をはじ

前立腺がん １，４７４人

１，５１７人

胃がん（内視鏡検診） 　　３３４人

子宮頸がん

乳がん

大腸がん

１，４９５人

胃がん（バリウム）

受診者数区　　分

　　５３１人

２，３７０人
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め、「緑のカーテン事業」、「親子環境教室」、「地球

温暖化防止ポスター・標語・作文コンクール」など、様

への委託により協働で事業を実施した。

再生可能エネルギー普 3,145 　地球温暖化対策の一環として、市内の住宅に再生可能

及促進事業 エネルギーを利用するシステム（太陽光発電設備や蓄電

【環境課】 池、太陽熱利用設備等）を設置する者に設置費用の一部

を助成し、家庭からの温室効果ガス排出抑制に努めた。

次世代自動車充電イン 4,707 　環境にやさしい自動車社会を目指し、次世代自動車

フラ整備事業 （ＥＶ・ＰＨＶ）の普及を推進するために設置した充電

【環境課】 インフラの維持管理を行い、利用者の利便性の向上に努

めた。

　公用車として電気自動車を購入し、次世代自動車の普

及促進、環境に対する市民への啓発及び本市の環境対策

への取り組みについて市内外へのアピールに活用した。

自然エネルギー利用推 33,202 　指定避難所である沼田中学校に太陽光発電設備及び蓄

進事業 電池を設置し、ＣＯ２の排出削減による環境負荷の低減

【環境課】 を図るとともに、災害時における電源確保並びに施設管

理費の削減を図った。

　小水力発電導入に向けて、測量・地質調査及び基本設

計を実施した。

放射性物質汚染対策事 1,976 　原子力発電所の事故による放射性物質の除染作業に伴

業 う除去土壌の保管場所及び公共施設における空間放射線

【環境課】

除染実施計画の対象区域内における空間放射線量を測定

し、除染効果の確認等を行った。

4 2 塵芥処理事業 80,722 　民間委託による収集業務の充実とごみの分別推進を図

【環境課】

者のマナー向上並びに適正な分別を意識付け、ごみの減

量化に努めた。ごみステーションに自ら排出することが

困難な人には、戸別訪問収集を直営で実施し、住民サー

ビスの向上を図った。なお、死亡動物については、迅速

な対応を図るため継続して委託による収集を実施した。

　また、循環型社会を目指し、一般廃棄物の適正な処理

を実施するため、一般廃棄物処理基本計画の策定を行っ
繰越明許費（外書） 11,232 た。

清掃工場管理運営事業 250,583 　沼田市外二箇村清掃施設組合の清掃工場及び利根東部

【環境課】 衛生施設組合の尾瀬クリーンセンターの管理運営等に対

する負担金事務を行った。

量を定期的に測定し、測定結果の情報提供に努めたほか、

々な環境啓発事業を展開したほか、「ぬまた環境ネット」

るため、ルール違反ごみに「×シール」を貼付し、排出
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ごみ減量化対策事業 113,738 　資源の分別収集を行い、分別基準適合物などの再商品

【環境課】 化を実施することにより、ごみの減量化と資源の有効活

用を図るとともに、有価物（資源）の集団回収事業を奨

励することにより、さらなるごみの減量化及びリサイク

ルの推進に努めた。

最終処分場管理運営事 23,468 　最終処分場水処理施設の維持管理及び水質検査等を実

業 施し、適切な施設の維持管理に努めた。

【環境課】 　利根東部衛生施設組合の管理運営等に対する負担金事

務を行った。

不燃ごみ処理事業 29,898 　一般廃棄物最終処分場（上川田）の残容量の減少に伴

【環境課】 い埋め立てを休止し、搬入される不燃ごみを再分別後、

民間施設に処理委託を行い不燃ごみの適正処理と最終処

分場の延命化に努めた。

し尿処理事業 14,822 　し尿収集業務を円滑に実施するための助成を行うとと

【環境課】 もに、利根町管内のし尿の処理を沼田市外二箇村清掃施

設組合衛生センターに委託し、適正な処理を図った。

公衆便所管理清掃事業 1,942 　公衆便所４箇所の管理を行うとともに清掃業務を民間

【環境課】 委託し、公衆衛生並びに地域環境の向上を図った。

　また、沼田駅前公衆便所の排水設備の不具合のため、

改修工事を実施し地域環境の改善に努めた。
繰越明許費（外書） 8,370

衛生センター管理運営 66,119 　沼田市外二箇村清掃施設組合の衛生センターの管理運

事業 営等に対する負担金事務を行った。

【環境課】

合併処理浄化槽設置整 18,537 　対象区域内の合併処理浄化槽設置者に対し、補助金の

備事業 交付を行うことで合併処理浄化槽の普及促進を図り、公

【上下水道課】 共用水域等の水質保全と生活環境・公衆衛生の向上に努

めた。

5 1 労働管理費 5,570 　労働教育委員会と連携した新規就職者研修会、勤労者

【産業振興課】 ソフトボール大会や卓球大会等の開催、優良従業員・優

良技能者の表彰、労働関係団体や職業訓練校等への補助

により、勤労者福祉の充実に努めた。

雇用支援対策事業 866 　利根沼田管内５つの高校の高校生を対象とした企業ガ

【産業振興課】 イダンスや女性向けの就職面接会を開催したほか、特定

求職者雇用企業奨励金・トライアル雇用企業奨励金を交

付し、地元雇用の促進と安定に努めた。
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子育てを応援する職場 3,910 　育児休業等を取得した労働者を雇用する中小企業者に

づくり支援事業 対して奨励金を交付し、女性の活躍推進、男性の育児参

【産業振興課】 加の促進、安定した雇用の創出を図った。

勤労青少年ホーム管理 12,348 　勤労青少年ホームの安全管理に努め、各種教養講座・

費 スポーツ教室の充実を図り、勤労青少年の健全育成と福

【産業振興課】 祉の増進を図った。

勤労青少年体育セン 1,808 　勤労青少年体育センターの安全管理に努め、勤労青少

ター管理費 年の健康と福祉の増進を図った。

【産業振興課】

勤労者生活資金預託事 10,104 　中央労働金庫に資金預託を行い、勤労者の生活に必要

業 な資金を融資することにより、勤労者の福祉増進と安定

【産業振興課】 した雇用の創出を図った。

6 1 農業振興管理事業 4,231 　農業の持続的発展を図るため、農業近代化資金等制度

【農林課】 資金の利子補給や地域農業の担い手で組織する認定農業

者協議会等の活動を支援した。

地域づくり活性化事業 3,685 　生活研究グループ、各地区地域農政推進委員会の活動

【農林課】 を支援し、農村女性組織の育成や担い手の育成を図り、

農業農村地域の活性化を促進した。

環境保全型農業推進事 3,873 　農業用廃プラスチックの適正な処理を推進するため、

業 農業用廃プラスチック等の処理経費に対して補助を行っ

【農林課】 た。（推進協議会負担金　沼田・白沢・利根地区）

三沢交流広場管理事業 5,720 　三沢交流広場の草刈等の管理を沼田市シルバー人材セ

（白沢支所） ンターに委託し、スポーツを通じて市民の健全な心身の

【農林課】 発達を図るとともに利用者相互の交流を図った。

安心で美味しい！ぬま 5,851 　農産物のブランド化、６次産業化を推進するため、沼

たの特産品推進事業

【農林課】 沼田市農産物ブランド認証事業、商品開発、商談会出展

等を行った。

農地中間管理事業 174 　農用地の効率的な利用を促進するため、農地中間管理

【農林課】 事業を利用して農用地の集積に協力した借受者に対して

田市農産物ブランド化及び６次産業化推進協議会の開催、

協力金を交付し、担い手への農地集積・集約を促進した。 
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新規就農総合支援事業 2,750 　将来の農業を支える人材を確保するため、経営が不安

【農林課】 定な就農直後５年間の所得を確保するために交付金を交

付し、新規就農者の定着化を図った。

鳥獣対策事業 49,905 　鳥獣による農作物への被害を最小限にするため、有害

【農林課】 鳥獣捕獲の対策を講じるとともに、専門家による獣害対

策の指導を行った。また、獣害防止柵の設置者、ワナ免

許資格取得者に対し、費用の一部を補助するほか、野猿

鳥獣対策事業（白沢支 134 動向の把握に努めた。

所） 　また、有害鳥獣害対策協議会、地区猟友会の鳥獣害対

【農林課】 策活動に対し補助を行った。

鳥獣対策事業（利根支 3,732

所）

【農林課】

野菜王国ぐんま総合対 4,301 　重点８品目を中心とした野菜振興を図るため、施設や

策事業 機械の整備、競争力強化対策や新技術の導入などの取組

【農林課】 に対し、支援を行った。

　・レタス移植機      　　　　　４台

　・えだまめ脱莢機、選別機、袋詰機、

　　脱水機、洗浄機、播種機　　各１台

はばたけ「ぐんまの担 7,324 　認定農業者等の意欲ある担い手を育成するため、経営

い手」支援事業 の多角化や法人化を図る取組に対し、機械の導入等の支

【農林課】 援を行った。

　・おうとう雨よけハウス　　　　７連棟

　・りんご高所作業機　　　　　　１台

　・コンバイン　　　　　　　　　１台

　・トマト選別機　　　　　　　　１台

産地パワーアップ事業 87,699 　地域一丸となって収益力強化に計画的に取り組む産地

【農林課】 に対し、計画策定経費、計画の実現に必要な農業機械の

リース導入や集出荷施設の整備に係る経費等を対象とし

て総合的に支援を行った。

世界で戦えるこんにゃ 1,222 　中山間地域畑作の基幹作物であるこんにゃく農家（認

く総合対策事業 定農業者）の規模拡大を支援した。

【農林課】 　・植付機　　  　　　  　１台

　・土壌消毒機　　　　  　１台

畜産振興対策事業 4,490 　家畜の品質向上と生産の安定、畜産経営の安定を図る

【農林課】 ため、家畜優良品種の導入、家畜伝染病予防対策等への

助成を行った。
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農地管理事業 682 　農道・農業用水路の維持修繕及び農道の除雪を行い、

【農林課】 施設の適正管理を行った。

　また、県土地改良事業団体連合会や国土調査推進協議

会等への負担金の支出を行った。

農地管理事業（白沢支 1,765

所）

【農林課】

農地管理事業（利根支 526

所）

【農林課】

小規模農村整備事業 43,023 　地域農業の健全な発展と農村の振興を図るため、農

【農林課】 道・用排水路等農業用施設の整備・改修等を実施した。

　・下古語父地区　農道整備　　　Ｌ＝７１９．０ｍ

　・輪組地区　　　農道整備　　　Ｌ＝３２２．１ｍ

　・硯田地区　用排水路整備　　　Ｌ＝１３９．６ｍ

　・寺久保地区　用排水路整備　　　Ｌ＝１７．５ｍ

　・請負・出来高設計委託　　３件

農業基盤整備促進事業 14,504 　農業地帯である駒寄追貝原地区への道路は狭く、大型

【農林課】 車両の通行が難しいため、本路線を改良工事することに

より農業生産性の向上を図った。

　・農道整備　　　　　　　　　　　Ｌ＝３０．３ｍ

　・請負・出来高設計委託　　１件

中山間所得向上支援対 81,972 　地域農業の獣害対策として柵の設置をした。

策事業 　・園原地区　野生動物侵入防止柵設置　工事２件

【農林課】 　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ＝２７９１．１ｍ

　・請負・出来高設計委託　　１件

小規模農道かんがい排 8,683 　農業施設の改修工事等を行い施設の機能維持、農業経

水路整備事業 営の安定を図った。

【農林課】 　・工事５件、修繕１０件、委託３件、

　　機械賃料４件、原材料支給１０件

赤城西麓土地改良区事 5,260 　赤城西麓土地改良事業により整備された施設の事業費

業 や管理運営費等に対して負担と補助を行った。

【農林課】 　・土地改良区経常費・維持管理費補助金

　・土地改良区運営費・維持管理費負担金

　・県営調査費負担金

　・農業基盤整備資金利子補給費補助金

追貝平土地改良区事業 2,660 　追貝平土地改良区の受益者の就農意欲の向上を図るた

【農林課】 め、追貝平土地改良区の維持管理費に対し活動支援を

行った。
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赤城北ろく土地改良区 1,993 　赤城北ろく土地改良区の受益者の就農意欲の向上を図

事業 るため、赤城北ろく土地改良区の維持管理に対し活動支

【農林課】 援、県営事業等に対して負担を行った。

　・土地改良区運営費維持管理費補助金

　・県営農村地域防災減災事業負担金

沼田平土地改良区事業 6,659 　沼田平土地改良区の受益者の就農意欲の向上を図るた

【農林課】 め、沼田平土地改良区の維持管理費に対し活動支援を

行った。

　・県営事業費負担金

　・県営調査費負担金

サラダパークぬまた管 8,661 　サラダパークぬまたの管理運営を行い、農業農村の活

理運営事業 性化と交流の場としての有効活用を図った。　

【農林課】

中山間地域等直接支払 39,826 　中山間地域の農業者等に対して、集落協定や個別協定

事業 による農業生産活動を助成することにより、耕作放棄地

【農林課】 の発生防止等農地の保全を図った。

　・協定　２４地区

多面的機能発揮促進事 57,052 　協定を締結した活動組織において農地や農道、水路等

業 農業用施設の適正な保全管理、農村景観形成向上等を

【農林課】 図った。

　・活動組織　３４組織、面積　田４２３．１ｈａ

　　　　　　　　　　　　　　　畑９３３．６ｈａ

6 2 森林整備担い手対策事 6,674 　林業従事者の安定確保と地域林業の振興を図るため、

業 林業従事者の退職金や厚生年金の社会保障制度の掛金に

【農林課】 対して補助を行った。

特用林産物生産活力 1,681 　しいたけ等特用林産物の生産・出荷施設等の近代化を

アップ事業 図るために必要な機械・施設等の整備に対し支援を行い

【農林課】 生産性の向上を図った。

森林整備事業 6,105 　森林法に基づく林地台帳の作製を行った。また、市内

【農林課】 の民有林整備に対する補助を行い、森林の持つ公益的機

能の増進を図った。

繰越明許費（外書） 4,200

森林整備事業（利根 395 　天狗巣病の感染防除のため、罹災した病巣の切除を実

支所） 施した。また、平川ふれあい広場の樹木管理を行い広場
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【農林課】 内の美化並びに樹木等の健全な育成を図るとともに、利

用者の安全確保に務めた。

民有林治山事業 9,389 　森林の維持造成を通じて崩壊山地の復旧整備や山地に

【農林課】 起因する災害から生命・財産を保全し、水資源の涵養、

生活環境の保全形成等を図り、安全で住みよいまちづく

りの推進を図った。

竹林整備促進事業 20,545 　荒廃した里山・平地林の整備及び管理に対して補助を

【農林課】 行い、森林の持つ快適環境形成や土砂災害防止など公益

的機能の維持・増進を図った。

林道整備管理事業 7,511 　適切な林道整備を実施することにより、林道の安全確

【農林課】 保を図った。

　・平原立沢線外９路線林道等施設管理業務委託

　・上野線外８路線林道等施設管理業務委託

  ・林道三峰東線外4路線林道倒木及び落石処理業務

　　委託

　　　　　　　　　　　　　　　　外　委託１０件

林道整備管理費（利根 1,751 　林業の持続的発展を図るため、林道の維持管理を行っ

支所） た。

【農林課】

林道改良事業 14,515   既設林道の改良工事を行い利用者の安全を確保した。

【農林課】 　・林道赤倉栗生線　道路改良工　　L＝７８．０ｍ

　・林道南郷戸谷沢線　道路改良工　L＝８０．０ｍ

6 3 水産振興事業 870 　市内小学生を対象に稚魚の放流など行い、自然の大切

【農林課】 さへの理解、魚に親しむ場の拡大を図った。

7 1 創業支援事業 14,950 　市内での起業、第二創業、事業継承等を目指す人を対

【産業振興課】 象に「ぬまた起業塾」の開講及び支援策を講じ、起業・

創業支援等による地域経済の活性化を図った。

商業振興管理費 7,599 　沼田商工会議所、沼田中小企業相談所、沼田市東部商

【産業振興課】 工会等の活動に対し助成を行い、商工業の振興を図ると

ともに、中小企業者の健全経営を支援した。

イベント開催事業 10,375 　市民総参加による本市最大イベントの「沼田まつり」

【産業振興課】 と本市の産業振興とＰＲを目的とした「ぬまた市産業展

示即売会」に対し助成を行い、商工業の発展と明るく住

みよいまちづくりに努めた。
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商店街活性化対策補助 4,038 　商店街や商工団体が行うイベント等への助成により、

事業 商店街の活性化を図るとともに、街路灯のＬＥＤ化や電

【産業振興課】 気料金の助成を行い、明るく安全な商店街の維持に努め

た。

海外販路促進事業 8,048

【産業振興課】 セミナーの開催をはじめ、現地視察や展示会を行った。

地域おこし協力隊設置 2,496 　本市の地場産業である伝統工芸品（木工製品）の製造

事業 技術の習得及び伝承を通じた地域の魅力発信などを行う

【産業振興課】 地域おこし協力隊を設置した。

地場産業育成事業 498 　木工・製材業等の団体や木工広場等のイベントに助成

【産業振興課】 し、木工業の振興と木材や木製品の普及に努めた。

工業団体育成事業 251 　本市経済の発展を目的とした講演会及び情報交換会を

【産業振興課】 開催し、地域経済の活性化に努めた。

技術開発促進事業 1,001 　中小企業者による新技術・新製品の研究開発費の一部

【産業振興課】 部を助成し、技術の改善、開発意欲の増進と費用負担の

軽減を図り、製品の高付加価値化を推進した。

発明くふう展開催事業 130 　児童・生徒から社会人まで、発明くふう作品を幅広く

【産業振興課】

企業誘致推進事業 14,123 　新たな産業集積による地域経済の活性化と雇用の拡大

【産業振興課】 を図るため、企業誘致に努めるとともに、市道横塚中央

線道路改良事業を実施し、既存企業の操業環境の整備を

推進した。また、企業誘致推進条例に基づき、立地企業

繰越明許費（外書） 100,580 に対し企業誘致推進助成金を交付した。

販路開拓支援事業 1,150 　中小企業者が自社製品等の新たな販路を開拓するため

【産業振興課】 に行う展示会等の出展に助成し、費用負担の軽減と生産

力や競争力の向上を推進した。

制度融資保証料補助事 5,024 　小口資金をはじめ、資金融資の保証料を補助すること

業 により、利用者の負担軽減を図り、中小企業の健全な育

【産業振興課】 成と経営の安定に努めた。

制度融資代位弁済補填 1,679 　信用保証協会が代位弁済した保証貸付に補填し、中小

事業 　 企業への円滑な資金供給に努めた。

【産業振興課】

　本市特産品等の海外に向けた販路開拓を推進するため、

募集し、表彰及び展示により意欲の向上と奨励に努めた。
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制度融資利子補給事業 455 　借入金の金利負担を軽減し、中小企業の健全な育成と

【産業振興課】 経営の安定に努めた。

制度融資預託事業 150,000 　金融機関に預託を行うことにより、市制度融資に係る

【産業振興課】 貸付利率の軽減を図り、中小企業の健全な育成と経営の

安定に努めた。

観光交流管理費（利根 13,820 　関連団体等との連携に努めるとともに、観光誘客を図

支所） るため、効果的な観光宣伝事業を行った。

【観光交流課】

観光施設維持管理事業 7,675 　観光施設などの維持管理を行うとともに、観光看板を

（利根支所） 整備し、観光客の利便性向上に努めた。

【観光交流課】

観光会館費（利根支 4,596 　利根観光会館の効率的な維持管理を行い、施設の有効

所） 活用に努めた。

【観光交流課】

しゃくなげの湯・交流 633 　南郷温泉しゃくなげの湯及び南部総合交流施設の指定

施設管理運営事業

（利根支所） 観光振興と地域産業の活性化に努めた。

【観光交流課】

曲屋管理運営事業 8,165 　田園空間整備事業により整備した南郷の曲屋を指定管

（利根支所）

【観光交流課】 観光振興と地域産業の活性化に努めた。

　・入館人数　　６，７３８人

観光宣伝事業 31,858 　本市への更なる観光誘客を図るため、効果的な観光宣

【観光交流課】 伝事業を実施した。

　・観光案内所の運営

　・観光キャンペーンの実施

　・県・広域圏との連携キャンペーンの実施

　・観光パンフレット、ノベルティ等の作成

　・各種イベントの開催

　・効果的な広告宣伝、情報の発信

　・観光案内表示板等の整備

　・各観光団体等への補助

　・横浜商科大学との連携事業実施

　・日本旅行写真家協会との連携事業実施

　・沼田市観光基本計画の進捗状況の検証

理者として利根町振興公社に委託し、施設の運営を行い、

管理者として利根振興公社に委託し、施設の運営を行い、
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歴史資源活用事業 9,310 　平成２８年のＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の放送によ

【観光交流課】 り、認知度が向上した本市の歴史資源を活用して、更な

る観光誘客を図るため、パンフレットやノベルティの作

成、歴史イベントや講演会を開催した。

　・歴史関連イベントの開催

　　上州沼田真田まつり

　　上州真田三名城ウォーキング

　・沼田オリジナル年賀状の作成

　・歴史講演会

　・ノベルティ等の作成

玉原高原内諸施設維持 9,603 　玉原高原内諸施設の適切な維持管理を行うことによ

管理事業 り、観光客の利便性の向上に努めた。

【観光交流課】

玉原小水道施設維持管 3,689 　玉原高原内の給水に万全を期するため、小水道施設の

理事業 維持管理を行った。

【観光交流課】

玉原湿原保全事業 130 　玉原高原の植生変遷に関する調査業務を行った。

【観光交流課】

玉原高原施設整備事業 44,096 　経年劣化による損傷が著しい玉原湿原内の木道リニュ

【観光交流課】 ーアル工事を行った。

都市間交流推進事業 1,713 　本市の魅力や可能性を再発見、再認識し、都市部への

【観光交流課】

交流人口の増加、移住・二地域居住の促進を図りつつ、

地域経済の活性化を図った。

・交流居住促進協議会全体会の開催

・田舎体験ツアー（田んぼ編：４回、スローフード編：

　５回、親子で農業編：３回、みそ作り編：２回）

・交流事象の展開（新宿区をはじめ、２３会場のイベン

　トへ参加）

移住促進対策事業 1,932 　移住・定住、二地域居住の促進のため、県などが主催

【観光交流課】 する移住相談会への参加、さらに、移住促進通勤費補助

金、移住促進トライアルハウスを整備し、本市への移

住・定住、二地域居住の促進を行った。

・移住相談会：６回

・移住促進通勤費補助金

  　平成３０年度利用者数：２人

・移住促進トライアルハウス「ぬまた暮らしの家」

　　平成３０年度利用者数･･･３３組６７名

　

地域資源プロモーショ 508 　首都圏において物産展を開催し、地元産品の魅力と本

情報発信を行うとともに交流事業を推進することにより、
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ン事業 市の観光資源のＰＲ活動を行った。

【観光交流課】

下田黒船祭参加事業 528 　下田市で開催される｢黒船祭｣に沼田の踊りを披露する

【観光交流課】 ために参加。下田市民との交流を深めた。

真田街道連携事業 173 　真田街道推進機構を構成する自治体と広域連携を図る

【観光交流課】 ことにより、効果的に「真田の里・沼田」のＰＲ活動を

行った。

道の駅管理運営事業 13,268 　道の駅白沢の清掃及び植栽管理業務を白沢振興公社に

【観光交流課】 委託し、観光振興と利用者サービスの向上に努めた。

望郷の湯・展示即売施 18,031 　指定管理者として白沢振興公社を指定し、観光振興と

設管理運営事業 地域産業の活性化に努めた。

【観光交流課】

8 1 建築指導費 6,325 　適確な建築確認事務等を遂行するため、指定道路台帳

【建築住宅課】 システム及び建築確認システムを活用し、地域性を勘案

した安全・安心なまちづくりの推進に務めた。また、狭

あい道路拡幅のため、測量委託及び寄付対象者に報奨金

を支給し災害に強いまちづくりと良好な住環境形成の促

進に努めた。

　・指定道路システムデータベース更新委託料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，２０３千円

　・建築確認支援システム使用料　　　　　２５７千円

　・道路後退測量・分筆業務委託料　　２，０４７千円

　・狭あい道路拡幅整備事業報奨金　　　　１８０千円

　・その他　　　　　　　　　　　　　１，６３８千円

住宅・建築物耐震改修 10,338 　木造住宅に対して耐震診断者派遣を行い、災害に強い

等事業

【建築住宅課】 空き家解体補助を行い、地域の防災・景観・環境の保全

を図った。また、沼田市空家等対策計画を策定した。

　・木造住宅耐震診断者派遣事業　

　　　　　　　　　　　　　　３件　　　　　９３千円

　・空家解体補助　　　　　３５件　１０，１５８千円

　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　８７千円

8 2 道路橋りょう管理費 24,594 　市道の機能の保持を図った。

【建設課】

道路台帳補正事業 41,318

【建設課】 活用を図った。

まちづくりの推進と地震に対する安全性の啓発に努めた。

　新設や改良及び寄附などによる道路を台帳に反映させ、
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利根沼田区域農用地総 262,467 　利根沼田区域農用地総合整備事業負担金を平成１６年

合整備事業 度から平成３０年度の１５年間で償還するもの。

【建設課】

道路維持事業 33,766 　道水路の維持管理、修繕及び清掃等を直営及び委託等

【建設課】 により実施し、道路環境の安全性・利便性の向上を図っ

た。

道路維持事業（白沢支 5,619 　市道等の維持修繕等を実施し、施設の適正管理に努め

所） た｡

【建設課】

道路維持事業（利根支 17,340 　市道Ｔ１０７号線の外６２件の維持修繕等を実施し道

所） 路整備に努めた。

【建設課】

道路補修事業 74,103 　市道東下原南２号線道路補修工事ほか、１６件の補修

【建設課】 工事及び市道環状線における舗装補修工事のほか、２件

の補修工事を実施し、道路の安全性・利便性の向上を図

った。

道路施設点検事業 24,678 　天狗橋ほか８４橋と小森隧道及び高沢隧道の法定点検

【建設課】 を実施し、施設の適正管理を行った。

道路除雪事業 46,477 　冬季の道路除雪を実施することにより、生活道路の安

【建設課】 全確保に努めた。

道路除雪事業（白沢支 16,448

所）

【建設課】

道路除雪事業（利根支 51,786

所）

【建設課】

消雪施設維持管理事業 34,049 　市内の融雪装置の適正な維持管理を行い、生活道路の

【建設課】 安全確保に努めた。

消雪施設維持管理 9,818

事業（利根支所）

【建設課】
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防護柵・標識等設置事 5,184

業 ・利用の安全確保に努めた。

【建設課】

市道Ｔ１０６号線道路 4,471 　市道Ｔ１０６号線の設計業務及び道路改良工事を実施

改良事業 し、基幹道路の改良整備に努めた。

【建設課】

繰越明許費（外書） 40,526

市道万部鍛冶屋２号線 7,061 　市道万部鍛冶屋２号線の用地測量業務を実施し、基幹

外道路改良事業 道路の改良整備に努めた。

【建設課】

橋りょう補修事業 70,902 　橋りょう長寿化計画に基づく補修設計業務及び橋りょ

【建設課】 う補修工事を実施した。

8 3 河川管理費 1,638 　河川修繕、維持管理委託等を実施し、適切な河川管理

【建設課】 に努めた。

8 4 都市計画事業の施行に 40 　都市計画事業の施行に伴い移転等が必要となり、金融

伴う移転等資金の利子 機関からその資金の融資を受けた者に対し、市が利子補

補給事業 給を行うことにより、各種都市計画事業の円滑な促進に

【都市計画課】 資した。

沼田都市計画マスター 4,860 　平成２２年に策定された沼田都市計画マスタープラン

プラン策定事業 は１０年が経過し、人口減少や超高齢化の進行など社会

【都市計画課】 情勢が大きく変化するなか、都市計画道路の見直しなど

の都市状況の変化や上位計画である沼田市第六次総合計

画などに対応するため、現マスタープランの基本方針等

を継承しつつ、都市づくりに関わる施策や事業の進捗等

の時点修正など、沼田都市計画マスタープランの改訂を

繰越明許費（外書） 4,298 行った。

３・３・１環状線（栄 69,379 　事業認可区間である県道戸鹿野下之町線交差点から主

町工区）事業 要地方道沼田大間々線交差点部を含む区間のうち、市道

【都市計画課】 坊新田沼須線交差点を中心としたおよそ４００ｍの区間

を重点整備区間として、道路改良及び植栽工事、道路修

正設計業務を実施した。また、主要地方道沼田大間々線

交差点周辺の支障物件等調査算定及び土地評価業務を実

繰越明許費（外書） 33,671 施し、事業の進捗を図った。

市道国立病院下原線交 45,201 　市街地重要路線の交通渋滞を緩和し、道路利用者の安

　防護柵設置工事ほか１件の工事を実施し、道路の通行
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差点改良事業 全性の確保や利便性の向上及び地域経済の発展を目的と

【都市計画課】 する。平成３０年度は支障物件等調査算定及び土地評価

業務、用地取得等を実施し、事業の進捗を図った。

公園管理費 78,447

【都市計画課】 施設の日常管理を適正に行い、利用者に憩いと安らぎの

場を提供した。

都市公園整備事業 30,953 　都市公園施設長寿命化計画に基づき老朽施設の更新を

【都市計画課】 実施し、公園利用者の安全を確保した。併せて、公園照

明灯のＬＥＤ化により、電気量及びＣＯ２排出量を削減

し、環境への負担を軽減した。

都市緑化推進事業 1,244 　緑豊かな住みよい生活環境を創出するため、市民自ら

【都市計画課】 が行う緑化推進事業１９件に補助金を交付した。

中心市街地街なか再生 398 　中心市街地活性化の会及び商店街等が実施するイベン

関連推進事業 トへ支援を行い、中心市街地の活性化を図った。

【街なか対策課】

やさしさ・にぎわいの 52,691 　沼田市土地開発公社で先行買収した核施設用地の買い

核整備事業 戻し及び利子補填を行った。また、利活用施設の検討を

【街なか対策課】 行った。

繰越明許費（外書） 486

中心市街地空き店舗活 261 　沼田商工会議所と連携の上、中心市街地の空き店舗を

用事業 活用し、本町通りの活性化と起業支援を行った。

【街なか対策課】 　・活用店舗　３件（４店舗営業）

中心市街地土地区画整 262,918 　２街区に係る建物移転補償等を行うとともに、建物移

理事業 転に伴う周辺環境整備として区画整理工事等を行った。

【街なか対策課】 また、３・５・１沼田中央線道路改良工事を行った。

繰越明許費（外書） 43,836

8 5 市営住宅管理費 31,644 　住宅に困窮している市民に対して、健康で文化的な生

【建築住宅課】 活を営むに足りる住宅を、低廉な家賃で供給するため、

適正な維持管理に努めた。

市営住宅長寿命化改善 6,424 　沼田市市営住宅等長寿命化計画に基づき、東下原団地

事業 Ａ棟の改修工事の実施設計を委託し、改修工事を行うた

　１６都市公園・１２緑地等の清掃・除草及び樹木管理、
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【建築住宅課】

老朽化した十三割団地の解体を実施した。

多世代共生住宅整備事 312,930 　高齢者、障害者、ひとり親、子育て世帯に配慮した多

業 世代共生住宅の整備のため、谷地端団地の建替工事を実

【建築住宅課】 施した。

9 1 団員貸与品整備事業 2,098 　消防団員の活動服、長靴、編上靴、革手袋等の更新を

【防災対策課】 行い、団員の安全確保と士気の高揚を図った。

消防団装備整備事業 2,350 　消防用ホース、吸管、トランペット、消防ラッパ等の

【防災対策課】

消防施設整備事業 8,402 　防火水槽、消火栓及び詰所を修繕するとともに、消火

【防災対策課】 栓用消火用具などの施設整備を実施し、初期消火体制の

強化及び消防団員の負担軽減と安全確保を図った。

消防団機械器具置場等 1,242 　老朽化した消防団機械器具置場の更新を行うため、令

整備事業 和元年度の建て替えに向けて設計業務を行った。

【防災対策課】 　・第２分団第４部機械器具置場（横塚町）

消防車両整備事業 94,183 　老朽化した消防車両の更新を行い、団員の安全確保と

【防災対策課】 士気高揚を図ると共に、消防団活動の充実を図った。

　・消防ポンプ自動車（３台更新）

　　第２分団第２部

　　第３分団第１部

　　第７分団第５部

　・小型動力ポンプ付積載車（２台更新）

　　第４分団第３部
　　第４分団第５部

防災管理事業 14,356 　沼田市地域防災計画に基づく防災備蓄物資を整備する

【防災対策課】 と共に、防災行政無線・全国瞬時警報システム（Ｊ－Ａ

ＬＥＲＴ）の運用及び維持管理、緊急告知ＦＭラジオの

運用を行い、災害予防、災害応急対策に万全を期すこと
で、防災の推進を図った。

　・防災行政無線保守点検委託料　　　４，８５４千円

　・Ｊ－ＡＬＥＲＴ機器保守点検委託料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，２５３千円

　・緊急告知ＦＭラジオ放送料　　　　２，４１１千円

防災システム整備事業 30,402 　防災行政無線設備のデジタル化に向けた屋外拡声子局

【防災対策課】 の更新を行った。

　・屋外拡声子局更新（白沢町）　３局

め、Ａ棟の入居者へ移転に必要な費用を補償した。また、

団装備用備品の更新を行い、消防団活動の充実を図った。
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希望する世帯に無償貸与する緊急告知ＦＭラジオの購入

を行った。

　・緊急告知ＦＭラジオ購入　　　２，３００台

ひとを守る・まちを守 4,742 　地域防災訓練を実施すると共に、安全安心なまちづく

る防災ぬまた推進事業 りのため、防災専門官の任用による自主防災組織の育成

【防災対策課】
防災施策の推進を図った。

　・自主防災組織設立　８６組織（９４．５％）

　・防災講座　２３講座

　・防災防犯フェア

　　開催日　平成３０年１０月２８日（日）

　・地域防災訓練（白沢地区）

　　開催日　平成３０年１１月１１日（日）

　　参加者　５６６人

　地域防災力の向上を目的に、発電機を購入し自主防災

会に無償貸与を行った。

　　発電機　１０台　　　　　　１，４２０千円

10 1 外国語指導助手設置事 44,481 　市内小中学校の児童生徒に生きた英語を学ばせるため

業 に、外国人９人を任用し、英語担当教諭や担任と連携し

【学校教育課】 ながら英語教育の向上を図った。

10 2 スクールバス購入事業 18,007 　購入から長期間経過し、走行距離のかさんだ白沢小学

【庶務課】 校及び池田小学校のスクールバスを更新し、遠距離通学

など公共交通機関の利用が不便な区域に居住する児童の

安全で円滑な通学支援を図った。

教育振興管理費 18,291 　児童及び教職員の健康管理並びに小学校長会の諸活動

【学校教育課】 に対する助成等を行った。また、経済的理由によって就

学困難と認められる児童の保護者に対し必要な援助を行

い、義務教育の円滑な実施を図った。

　・小学校（認定数）要保護６人、準要保護１２４人

　　（うち新入学用品費入学前支給３人）

　　８，４５０千円

　　（うち新入学用品費入学前支給１２２千円）

小学校耐震改修事業 　升形小学校屋内運動場について、非構造部材耐震改修

【庶務課】 工事を実施し、耐震性能の確保と教育環境の改善に努め

た。

繰越明許費（外書） 30,240

10 3 教育振興管理費 17,719 　生徒及び教職員の健康管理並びに中学校長会の諸活動

【学校教育課】 に対する助成等を行った。また、経済的理由によって就

　災害時等における迅速且つ的確な情報伝達を行うため、

・強化及び防災講座の実施、防災防犯フェアの開催など、
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学困難と認められる生徒の保護者に対し必要な援助を行

い、義務教育の円滑な実施を図った。

　・中学校（認定数）要保護２人、準要保護１２８人

　　（うち新入学用品費入学前支給２５人）

　　１１，６５５千円

　　（うち新入学用品費入学前支給１，１８５千円）

沼田中学校屋内運動場 4,990 　沼田中学校屋内運動場照明のＬＥＤ化を実施し、教育

照明ＬＥＤ化事業 環境の改善に努めるとともに経費削減を図った。

【庶務課】

中学校耐震改修事業 　沼田南中学校武道場、沼田東中学校武道場及び白沢中

【庶務課】
耐震性能の確保と教育環境の改善に努めた。

繰越明許費（外書） 79,466

10 6 生涯学習推進体制活性 1,867 　生涯学習推進協議会、生涯学習フェスティバル及び家

化事業 庭教育カウンセリング講座を開催するとともに、小中学

【社会教育課】 校ＰＴＡ連合会をはじめとした各種団体等へ補助金を交

付した。

生涯学習推進事業 69,993 　郷土ゆかりの芸術家を広く市民に周知することで、そ

【社会教育課】 の業績を後世に伝えるとともに、本市の芸術文化の振興

と発展を目的として「蘇るアーティスト事業」を実施し

た。

　・展覧会入場者数　　４９７人

　・講演会入場者数　　　６５人

花いっぱい運動推進事 927 　地域美化活動として、花いっぱい運動を推進した。

業 　旧沼田市地区では、桜まつりにおいて広報宣伝活動と

【社会教育課】
６，７５６ポットの花苗を配布した。

　また、利根町地区では、老人クラブ連合会利根支部に

委託し、８，１００本の花苗の植栽・管理を行った。

人権教育推進事業 34 　生涯学習の一環として、重要である人権教育の推進を

【社会教育課】 市民文化大学の講座を通じて図った。

市民文化活動推進事業 14,147   沼田市文化祭を１１月２日から４日までの３日間開催

【社会教育課】 し、参加団体は３５団体、来場者は１０，２１６人であ

った。その他伝統芸能発表会事業、沼田かるたの利活用

事業、ドイツという国を知る事業を実施した。

　また、沼田市文化協会をはじめとした各種団体等へ補

助金を交付するとともに、ふるさと文学賞、全国ふきわ

れ俳句大会を開催し、芸術文化の振興を図った。

して、花の苗を配布するとともに、実践団体１６団体に、

学校武道場について、非構造部材耐震改修工事を実施し、
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　童謡作詞家である林柳波の業績を永く顕彰するため、

「柳波賞事業」を実施し、童謡詩の作品募集を行った。

（単位：点）

　
・

教室・学級事業 2,770 　市民が自ら文化的教養を高める環境を醸成するため、

【社会教育課】 各公民館において各種教養教室等を開催し、広く市民に

生涯学習の機会を提供することにより、市民の教養の向

上と健康の増進等を図った。

公民館まつり 214 　日常の公民館活動や教室・学級事業を広く市民に公開

【社会教育課】 し、市民の学習意欲をより一層高めるとともに、公民館

に対する関心と理解を深め、生涯学習の普及・啓発を図

った。

図書資料購入事業 20,410

【社会教育課】 図書資料の整備充実を図った。

　・一般図書　　　　　　　７，０８４冊

　・児童図書　　　　　　　２，８７１冊

　・尾瀬・森林関係資料　　　　　　２冊

　・合計　　　　　　　　  ９，９５７冊

視聴覚（ＡＶ）資料購 1,505 　ＤＶＤ、ＣＤを購入し、視聴覚資料の整備充実を図っ

入事業 た。

【社会教育課】 　・ＤＶＤ　　　　　　　　　　　７４点

　・ＣＤ　　　　　　　　　    １４３点

　・合計　　　　　　　  　  　２１７点

文化財保護管理費 6,583 　市内の指定文化財全般の管理等を実施する事業で、市

【文化財保護課】 管理施設の修繕、国・県指定天然記念物等の管理や保護

事業を行い、文化財の適正な保存に努めた。

　・薄根の大クワ保護養生、加沢覚書草稿修復

旧土岐邸洋館保存整備 69,964 　国登録有形文化財旧土岐邸洋館を沼田公園から中心市

事業 街地の上之町への解体移築工事を実施した。

【文化財保護課】

旧生方家住宅等管理事 4,899 　国指定重要文化財旧生方家住宅及び国登録有形文化財

業 旧土岐邸洋館を公開するとともに、隣接する生方記念資

【文化財保護課】 料館において、生方家が収集した資料を展示することに

より、文化財の保護と活用に努めた。

　一般図書、児童図書及び尾瀬・森林関係資料を購入し、

　　文化財保存事業費の補助、指定文化財管理謝礼ほか　

応募数 ６３５ １，００２ １，６３７

小中学生の部 合　計一般の部
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観覧者数 　 (単位：人)

生方記念文庫管理事業 8,359 　沼田市名誉市民の生方たつゑの文学館において、たつ

【文化財保護課】 ゑの短歌関係品の常設展示のほか企画展を開催し、市民

文化の向上に努めるとともに、市外の来館者へ沼田市の

魅力を伝えた。
観覧者数 　 (単位：人)

歴史資料館設置事業 103,525 　テラス沼田２階に歴史資料館を設置するため、展示詳

【文化財保護課】 細設計委託、展示パネルや模型の製作、施設用備品購入

など館内整備を行い、資料館の開設準備を進めた。

沼田城遺跡発掘調査事 11,594 　沼田公園長期整備構想を推進するため、専門家による

業 調査・保存整備委員会専門部会を開催し、指導助言を受

【文化財保護課】 け、平成２７・２８年度の発掘調査で見つかった出土品

の整理、地中レーダー探査により地下の状況を調査し、

今後の調査計画を検討した。

青少年社会参加活動推 2,657 　様々な青少年健全育成事業を実施することにより、子

進事業 どもたちの積極性や協調性を養うとともに、青少年関係

【社会教育課】 団体の活動を援助・指導等することにより、青少年の健

全育成を推進した。

青少年健全育成推進事 7,030 　平成３１年１月１３日（日）、利根沼田文化会館にお

業 いて、４５９人の参加を得て式典等を挙行し、新成人の

【社会教育課】 前途を祝福した。

　地域と学校が連携・協働しながら、地域全体で未来を

担う子どもの成長を支えるため、地域住民の参画をコー

ディネートするなどの教育支援活動を推進した。

　また、次世代を担う人材を育成するため、地域の人々

の協力を得て、児童が勉強やスポーツ、文化活動など、

多様な体験や交流を行う放課後対策を推進した。

10 7 保健体育総務管理事業 26,164 　各種社会体育行事を実施することにより、地域のスポ

【スポーツ振興課】 ーツ振興と住民の体力向上及び親睦を図った。

小人名　　称 大人 減免等

 旧生方家住宅・
3,368 4,479

 生方記念資料館

名　　称 大人 小人 減免等 計

計

168 943

４５９人

女

８３．３０％

２２４人男 ２６６人

８２．４６％ ２３５人２８５人

８４．２１％

該当者 出席率 参加者

363

計 ５５１人

245

833 生方記念文庫

3,464

20 450

 旧土岐邸洋館 3,092 127
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　また、選手の強化を行い、市の代表として県大会へ派

遣した。

　○市民体育大会・市民大運動会

　　　参加者数　約４，２００人

　○県民体育大会

　　得点種目：１６種目、オープン種目：６種目

　　市の部総合　第８位

事前合宿推進事業 10,315 　２０１８年フェンシング世界選手権中国大会における

【スポーツ振興課】 ドイツフェンシングチーム事前合宿を受け入れ、関係団

体等の協力を得ながら同チームの調整をサポートしたほ

か、公開練習、交流会、交通安全啓発活動など、市民と

繰越明許費（外書） 10,152 の交流を図った。

（仮称）利南運動広場 662,075 　沼田公園長期整備構想に基づく代替施設として、野球

整備事業 場１面及びテニスコート８面を整備するとともに、都市

【スポーツ振興課】 公園としてジョギング・ウォーキングコースや芝生広場

を市民の憩いの場として整備するため、整備工事に着手

し、令和２年３月竣工を目指し事業を推進している。

市民体育館整備事業 　屋内体育施設の拠点として、市民の体位向上及び健康

【スポーツ振興課】 増進の場として利用してきたが、老朽化対策、ドイツフ

ェンシングチーム事前合宿練習会場及び２０２８年ぐん

ま国体のフェンシング会場としていくため、改修工事に

繰越明許費（外書） 995,760 着手し、平成３１年４月にリニューアルオープンした。

給食センター整備事業 140,554 　沼田給食センターと白沢・利根調理場を統合し、炊飯

【庶務課】 施設を備えた新学校給食センターを整備するための実施

設計業務委託を実施するとともに、建設予定地である旧

利根西小学校校舎等解体工事を実施した。

繰越明許費（外書） 1,296

11 1 農林水産施設災害復旧 6,696 　集中豪雨により被災した農地・農業用施設の復旧を行

事業 い、農地及び施設機能の維持を図った。

【農林課】   ・工事　　　４件

繰越明許費（外書） 21,967

11 2 土木施設災害復旧事業 34,156 　公共土木施設の被災箇所について災害復旧工事を実施

【建設課】 し、公共土木施設の適切な管理に努めた。

  ・工事　　　　２件

  ・委託　　　　２件

賦課徴税事業 6,577 　国保税の適正な賦課徴収のため、電算委託等を行い業

【市民課】 務の効率化を図るとともに、広報チラシを作成し納税意

国民健
康保険
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識の向上に努めた。

保険給付事業 4,045,459 　国保被保険者の医療費のうち、一般７割、未就学児８

【市民課】 割、７０歳代前半８割（現役並所得者は７割）を国保よ

り負担した。また、自己負担限度額を超えた額の高額療

療費、出産育児一時金及び葬祭費の給付を実施した。

　◎３０年度末　国保加入状況

　　・国保加入世帯数　　７，７０２世帯

　　・国保被保険者数　　１２，９５０人

国民健康保険事業費 1,582,441 　平成３０年度から群馬県が国保財政の運営主体になっ

納付金 たことに伴い、県全体の医療給付費等の経費を按分した

【市民課】 国保事業費納付金を納付し、医療保険制度の安定を図っ

た。

人間ドック検診事業 21,798 　疾病の早期発見、早期治療により被保険者の健康保持

を図るため、人間ドックの検診費を助成した。

【市民課】 　・助成受診者数　１，２９０人

　・対象医療機関　　　１８機関

特定健康診査等事業 43,171 　国保被保険者の特定健診を実施し、検診結果により必

【市民課】 要な保健指導を実施し、生活習慣病の予防を図った。

　・特定健診　受診者数 ４，３０９人

　　　　　　　受診率 　４２．７９％

　・特定保健指導　実施者数   ７６人

後期高齢者医療広域連 616,353 　平成２０年４月から、群馬県後期高齢者医療広域連合

合納付金 を保険者として制度が開始された。市町村は、窓口事務

【市民課】 及び保険料の徴収事務を行い、特別会計より公費負担分

及び徴収した保険料を納付し、適正な運用を図った。

　◎３０年度末後期高齢者医療加入状況　８，５１４人

　　・療養給付　１８８，６３５件

　　・費用額　　８，２８７，１９７千円

　　・高額療養　７，２９３件 

　　・葬祭費　　４９１件

認定調査事業 17,970 　訪問調査員を７人雇用の上、訪問調査を実施し、適正

【高齢福祉課】 かつ公平な要介護・要支援認定に努めた。

保険給付費 4,805,703 　介護保険法に基づき、要介護・要支援状態にある被保

【高齢福祉課】 険者が利用する介護サービスに対し、必要な保険給付を

行うことによって、保健医療の向上及び福祉の増進に努

めた。

介護予防・生活支援 140,679 　要支援及び事業対象者に対する事業として、訪問や通

特別会
計

後期高
齢者医
療特別
会計

介護保
険特別
会計
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サービス事業 所により、要介護状態となることの予防又は要介護状態

【高齢福祉課】 等の軽減若しくは悪化の防止を目的としてサービスを提

供した。

　・通所型サービスＡ　１，１５４件

　・通所型サービスＣ　　　　　０件

　・訪問型サービスＡ　　　１２７件

介護予防ケアマネジメ 8,200 　要支援及び事業対象者が介護予防・日常生活支援総合

ント事業 事業サービスを利用するため、介護予防ケアマネジメン

【高齢福祉課】 トを行い、サービス提供が確保されるよう連絡調整等を

行うことにより、高齢者が住み慣れた地域で安心して生

活を継続することができるよう支援に努めた。

　・介護予防ケアマネジメントの作成数　２，５０５件

健康教育事業 3,619 　すべての第１号被保険者を対象に、運動機能、口腔、

【高齢福祉課】 栄養及び認知症予防等の複合的な介護予防教室や健康相

談を実施し、介護予防に関する知識の普及・啓発や地域

における自主的な介護予防に資する活動の育成・支援を

行った。

　・健康教育　参加延べ人数　５，３２６人

　・健康相談　参加延べ人数　　　４４１人

「食」の自立支援事業 4,647 　食事の準備が困難なひとり暮らし高齢者に昼食の弁当

【高齢福祉課】 を届け、併せて配達時に安否確認を行った。

　・利用者数　１３４人、配食数　７，０９３食

介護慰労金事業 5,370 　在宅寝たきり高齢者等を介護する家族５５人に対し介

【高齢福祉課】 護慰労金として、年５，３７０，０００円を支給した。

　・１２０，０００円　　１人

　・１００，０００円　５２人

　・５０，０００円　　　１人

生活支援体制整備事業 5,502 　「お互いさまのまちづくり」として、高齢者ができる

【高齢福祉課】 限り住み慣れた地域で自分らしい生活を送ることができ

るよう、地域の課題を地域で考えていく協議体の設置に

認知症地域支援推進員 2,480 　認知症になっても住み慣れた地域で生活を継続するた

事業 め、認知症地域支援推進員を配置し、認知症の高齢者や

【高齢福祉課】 家族への支援を行い、医療、介護及び生活支援等のサー

ビスにつなげた。また、認知症への理解を深めるため地

域住民への普及啓発と認知症にやさしい地域づくりネッ

トワークの周知普及活動を実施した。

認知症初期集中支援推 2,500 　認知症になっても住み慣れた地域で生活を継続するた

進事業 め、認知症の人や家族に早期に関わる認知症初期集中支

向けて、中学校区単位で地域住民による勉強会を行った。
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【高齢福祉課】 援チームを設置し、認知症の早期診断・早期対応に向け

た支援体制を構築することを目的に、群馬県認知症疾患

医療センター内田病院に委託し実施した。

　・依頼件数　　　　　３件

　・訪問延べ件数　　１０件

　・電話相談件数　１９０件

簡易水道整備事業 77,023 　利根北部簡易水道平川地区配水管布設工事のほか、１

【上下水道課】 ０件の工事及び業務委託を実施し、水道水の安定供給を

図った。

公共下水道建設事業 119,467 　公共下水道(汚水)未普及地区に対し管渠整備を実施し

【上下水道課】 公衆衛生の向上及び公共用水域の水質保全に努めた。

維持管理費 30,014 　下水道管路施設の調査業務、汚水ポンプ場維持管理業

【上下水道課】 務及び修繕等を実施し、公共下水道施設の適切な維持管

理に努めた。

特定環境保全公共下水 3,179 　特定環境保全公共下水道（汚水）未普及地区に対し、
道建設事業 管渠整備及び公共汚水桝設置を実施し、公衆衛生の向上

【上下水道課】 及び公共用水域の水質保全に努めた。

維持管理費 6,231 　特定環境保全公共下水道汚水ポンプ場維持管理業務及

【上下水道課】 び修繕等を実施し、下水道施設の適切な維持管理に努め

た。

終末処理場関係業務 65,094 　特定環境保全公共下水道（白沢処理区、利根処理区）

【上下水道課】 における終末処理場維持管理業務及び機器類修繕等を実

施し、終末処理場の適切な運転及び維持管理に努めた。

農業集落排水建設事業 718 　農業集落排水事業地内において、新たに宅地化された

【上下水道課】 土地に対し汚水桝を設置し、水洗化による公衆衛生の向

上及び公共用水域の水質保全に努めた。

維持管理費 1,300 　農業集落排水における管路施設及びマンホールポンプ

【上下水道課】 場修繕等を実施し、農業集落排水施設の適切な維持管理

下水道
事業特
別会計

農業集
落排水
事業特
別会計

累計整備面積

（ha）

９３．７

簡易水
道事業
特別会
計

事業計画面積

７４３．４ ８２．３

（ha）

６１１．８２

（ha）

累計整備面積

（％）

進捗率

４１７．０

（ha）

３９０．７３

（％）

進捗率事業計画面積

-49-



に努めた。

終末処理場関係業務 30,948 　農業集落排水処理施設における維持管理業務及び機器

【上下水道課】 類修繕等を実施し、処理施設の適切な運転及び維持管理

に努めた。

太陽光発電施設管理事 1,644 　未利用となっていた市有地の有効活用し設置した太陽

業 光発電所が効果的に発電及び売電できるよう、適切な維

【環境課】 持管理に努めた。

　売電実績

合　計 516,214

7,021,801

20,070,390

金額（円）

13,048,589

電気事
業特別
会計

佐山太陽光発電所 335,612

多那太陽光発電所 180,602

施設名 電力量（kWh）
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平成３０年度沼田市定額基金運用状況報告書

地方自治法第２４１条第５項の規定により、本市の平成３０年度における 
定額基金の運用状況を報告いたします。

＊沼 田 市 土 地 開 発 基 金 
＊沼 田 市 奨 学 資 金 貸 付 基 金 

令和元年 ９月 ３日 
沼田市議会議長  野 村 洋 一 様 

沼田市長  横 山 公 一 



第１表　　総括 （単位：円）

前年度末
現在額

本年度中
増減額

本年度末
現在額

区　分
前年度末
現在額

本年度の増 本年度の減
本年度末
現在額

　現金 73,785,383 73,785,383

　土地等 296,854,063 296,854,063

第２表　　土地等現在高明細 （単位：円）

金 額

50,715,308

18,037,345

14,190,000

13,212,147

101,542,311

4,434,996

1,346,436

26,208,000

52,500,000

14,667,520

296,854,063

白沢村地域特産物展示販売施設駐車場事業に伴う用地購入費

赤城西麓土地改良事業関係土地処理事業に伴う用地購入費

合 計

市道側道善桂寺岡谷南線道路改良工事に伴う用地購入費及び支障物件補償費

升形小学校教材園取得事業に伴う用地購入費

市道西中南通り線道路整備事業に伴う用地購入費

沼田市都市計画道路３・５・２号駅前通り線（駅前広場）事業に伴う用地購入費及び支障物件補償費

市道上原中央線道路整備事業に伴う用地購入費

平 成 ３０ 年 度　　沼 田 市 土 地 開 発 基 金 運 用 状 況

白沢学童クラブ事業に伴う用地購入費

370,639,446 0 370,639,446

基　　　金　　　の　　　額 運　　　　　　　用　　　　　　　額　

市道新町沼須線道路改良工事に伴う用地購入費

件 名

沼田ゴルフ倶楽部開発計画土地処理事業に伴う用地購入費
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返　済

前年度末 本年度中 本年度中 前年度末 本年度末

現在額 増減額 現在額 現在額  現在額

現　金 68,883,000 23,487,000 15,540,000 76,830,000

貸付金 114,797,000 15,540,000 23,387,000 106,950,000

現　金 61,006,000 22,117,000 14,240,000 68,883,000

貸付金 122,674,000 14,240,000 22,117,000 114,797,000

現　金 7,877,000 1,370,000 1,300,000 7,947,000

貸付金 � 7,877,000 1,300,000 1,270,000 � 7,847,000

◎平成３０年度末貸付状況　　 ４００名 ◎平成３０年度返済状況

　【内　訳】     ・７８名    　２３，３８７，０００円

　　・高校生　　　　　　　　 ２２１名

　　・大学・短大生等　　　 　１７９名

　　※平成３０年度新規貸付者 　１０名

　       （大学生等１０名）

　　　（単位：円）

基　金　の　額 運　　　用　　　額

183,680,000 100,000 183,780,000

本年度の減

平成 ３０ 年度　奨学資金貸付基金運用状況

29 183,680,000 0 183,680,000

摘要
区分 本年度の増

比
較

0 100,000 100,000

免除額

30

年
度
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